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私
の
故
郷
、
富
山
の
県
花
は
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
。
気
温
、
日
照
時
間
、
肥
沃
な
土
地
、
そ

し
て
豊
富
で
良
質
な
水
な
ど
、
気
象
や
土
壌

条
件
が
マ
ッ
チ
し
て
、
球
根
・
切
り
花
共
に

全
国
シ
ェ
ア
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
キ
ー
プ
し

続
け
て
い
る
。

だ
か
ら
春
に
な
る
と
、“
と
な
み
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
フ
ェ
ア
”
や
“
あ
さ
ひ
舟
川
の
「
春

の
四
重
奏
」”
に
県
外
・
国
外
か
ら
ワ
ン
サ

カ
見
物
客
が
押
し
寄
せ
る
の
だ
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
薔ば

薇ら

み
た
い
に
決
っ
し

て
派
手
な
花
じ
ゃ
あ
な
い
け
れ
ど
、
赤
や
黄

色
・
ピ
ン
ク
と
色
が
ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
る
割

に
は
可
憐
で
ひ
か
え
目
な
印
象
。
恥
ら
う
乙

女
や
女
学
生
に
捧
げ
た
く
な
る
花
と
し
て
人

気
が
高
い
。
私
も
大
好
き
だ
。

地
元
で
は
海
岸
線
に
沿
っ
て
地
鉄
が
延
々

と
走
っ
て
お
り
、
畑
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
そ

ん
な
愛
ら
し
い
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
き
ほ
こ

ろ
ぶ
の
を
車
窓
か
ら
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、

私
は
こ
の
景
色
に
何
よ
り
も
ウ
キ
ウ
キ
す
る

の
だ
。

あ
れ
は
高
校
の
頃
の
話
だ
。

倫
社
の
授
業
が
先
生
の
都
合
で
自
習
と
な

り
、
午
後
一
番
で
帰
宅
し
て
も
良
し
、
部
活

を
始
め
て
も
良
く
な
っ
た
。

私
は
陸
上
部
に
所
属
し
て
い
た
の
だ
け
れ

ど
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
身
体
が
怠
く
っ
て
、
そ
の

日
は
一
人
駅
に
向
か
っ
た
。

ガ
ラ
ガ
ラ
の
電
車
に
揺
ら
れ
、
過
ぎ
行
く

景
色
を
ボ
ン
ヤ
リ
眺
め
る
。
朝
夕
見
慣
れ
た

空
や
海
や
田
ん
ぼ
の
中
に
、「
エ
ッ
!?
」
と

自
分
の
目
が
釘
付
け
に
な
る
光
景
が
突
然
現

れ
た
。
小
さ
な
無
人
駅
の
近
く
の
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
畑
に
10
人
程
の
人
々
が
散
ら
ば
っ

て
、
何
か
作
業
を
し
て
い
る
雰
囲
気
。
そ
れ

は
畑
仕
事
の
格
好
で
は
な
く
、
普
段
田
舎
で

見
か
け
る
こ
と
の
な
い
、
ち
ょ
っ
と
洒
落
た

カ
ン
ジ
の
人
々
だ
っ
た
。

「
何
や
ろ
？
…
…
何
し
と
る
ん
や
ろ
？

　

大
っ
き
い
帽
子
か
ぶ
っ
と
る
女
の
子
も
お
っ

た
ぁ
（
い
た
ね
）」

私
の
電
車
は
急
行
で
は
な
く
、
次
の
駅
で

止
ま
る
た
め
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
い
た
の

だ
。
ゆ
え
に
、
人
々
に
自
分
が
興
味
を
向
け

る
に
は
充
分
の
時
間
が
あ
っ
た
。

私
は
身
体
の
怠
さ
を
忘
れ
、
次
の
駅
で
降

り
て
し
ま
う
。
そ
し
て
真
っ
す
ぐ
に
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
畑
へ
と
向
か
う
。
と
、
そ
こ
で
見
た

も
の
は
…
…
。

「
O
K
、
可
愛
い
よ
。
じ
ゃ
あ
コ
ー
ト
脱

い
で
、
空
に
向
か
っ
て
両
手
を
ひ
ろ
げ
て
み

よ
う
」

大
き
な
カ
メ
ラ
を
持
っ
た
お
じ
さ
ん
が
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
に
夢
心
地

室
井 

滋

イラスト・岡林玲
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足
を
目
で
追
っ
た
。

古
い
駅
舎
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
畑
と
そ
び
え

る
立
山
連
邦
が
人
気
の
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
ら
し

い
と
い
う
噂
を
耳
に
し
た
こ
と
は
あ
っ
た

が
、
ま
さ
か
本
物
に
出
会
う
と
は
!?

将
来
自
分
が
同
業
者
に
な
る
な
ん
て
露
程

も
思
わ
ぬ
そ
の
頃
の
私
は
、
少
女
と
撮
影
隊

と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
奏
で
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
に

う
っ
と
り
、
畦
道
で
い
つ
ま
で
も
立
ち
尽
く

し
て
い
た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

私
よ
り
ち
ょ
っ
ぴ
り
大
人
っ
ぽ
い
少
女
に
、

色
ん
な
ポ
ー
ズ
を
注
文
し
て
い
た
。

「
ヒ
ャ
～
、
撮
影
け
？

　
ポ
ス
タ
ー
…
…

雑
誌
か
な
」

少
女
は
大
き
な
旅
行
鞄
を
提
げ
た
り
、
帽

子
を
か
ぶ
っ
た
り
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
束

を
抱
い
て
み
せ
た
り
。

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
ポ
ー
ズ
が
ス
コ
ブ
ル
素

敵
で
、
私
は
、「
う
わ
ぁ
～
」
と
か
「
き
れ

い
や
ち
ゃ
」
と
か
呟
き
、
そ
の
一
挙
手
一
投

季
節
の
鉄
道
も
の
が
た
り

チュ
ー
リ
ッ
プ
に
夢
心
地

●
女
優
・エ
ッ
セ
イ
ス
ト　

室
井
滋

基
調
報
告
64

子
育
ち
・
子
育
て
に
や
さ
し
い

交
通
環
境
と
ま
ち
づ
く
り

●
宇
都
宮
大
学 

地
域
デ
ザ
イ
ン
科
学
部 

教
授　

大
森
宣
暁
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子
育
て
に
や
さ
し
い
鉄
道
と
は

 

［
将
来
を
見
据
え
た
民
鉄
業
界
の
取
り
組
み
］

0204

◎日本民営鉄道協会とは？
1967 年に社団法人として設立、2012 年 4 月 1 日付で一般社団法人に移
行、73 社の民営鉄道会社で組織されています。
輸送力の増強と安全輸送の確保を促進し、鉄道事業の健全な発達を図り、
もって国民経済の発展に寄与することを目的とした活動を行っております。
なお、JR 各社や公営地下鉄などは加入しておりません。
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伸
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鉄
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部 

施
設
課 
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査
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木
村
哲
也

●
鉄
道
事
業
部 

業
務
課
長　

山
内
真
紀

み
ん
て
つ
イ
ン
フォ
メ
ー
ション

第
１８
回「
私
と
み
ん
て
つ
」小
学
生
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
／
鉄
道
の
環
境
優
位
性
の

理
解
促
進
に
向
け
た
P
R
ポ
ス
タ
ー
／「
地
方
民
鉄
フォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト�

２
０
２
４
」

／
鉄
道
を
利
用
し
て
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
実
践
を
促
す
動
画

連
載
47　

地
方
民
鉄
紀
行

広
島
電
鉄
株
式
会
社

連
載
14　

民
営
鉄
道
の
起
源
を
訪
ね
て
︱
鉄
路
は
何
を
目
指
し
た
か

静
岡
県　

伊
豆
急
行�

伊
豆
急
行
線

●
日
本
宗
教
史
研
究
家　

渋
谷
申
博

182022262830

※
本
号
の
取
材
に
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
社
名・肩
書
き
は
取
材
時（
2
0
2
4
年
12
月
〜
2
0
2
5
年
2
月
）の
も
の
で
す
。

む
ろ
い 

し
げ
る

女
優
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
。
富
山
県
出
身
。
早
稲
田
大
学
在
学
中
に
シ
ネ

マ
研
究
会
に
所
属
し
自
主
映
画
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
活
躍
。
そ
の
後
、
映

画
「
居
酒
屋
ゆ
う
れ
い
」「
の
ど
自
慢
」「
O
U
T
」「
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
妻

〜
桜
桃
と
タ
ン
ポ
ポ
〜
」
な
ど
で
映
画
賞
を
多
数
受
賞
。
声
優
・
ナ

レ
ー
タ
ー
と
し
て
も
活
動
す
る
ほ
か
、
2
0
2
3
年
に
富
山
県
立
高
志

の
国
文
学
館
の
館
長
に
就
任
し
た
。
近
刊
に
エ
ッ
セ
イ
『
ゆ
う
べ
の
ヒ

ミ
ツ
』（
小
学
館
）、
絵
本
『
タ
ケ
シ
の
せ
か
い
』（
ア
リ
ス
館
）、
絵
本

『
キ
ュ
ー
ち
ゃ
ん
の
日
記
』（
北
日
本
新
聞
社
）
な
ど
が
あ
る
。
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は
じ
め
に

先
日
、
宇
都
宮
大
学
の
学
生
に
対
し
て
、

赤
ち
ゃ
ん
人
形
を
乗
せ
た
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
、

Ｌ
Ｒ
Ｔ
（Light Rail Transit

、
次
世
代
型

路
面
電
車
）
へ
の
乗
降
体
験
を
行
う
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
た
（
5
頁
写
真
）。
ベ

ビ
ー
カ
ー
で
公
共
交
通
を
利
用
す
る
際
の
大

変
さ
を
理
解
し
、
誰
も
が
外
出
し
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
こ
と
が

目
的
だ
１
。

２
０
２
３
年
８
月
に
開
業
し
た
宇
都
宮
の

ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
は
、
我
が
国
初
の
全
線
新
設

型
Ｌ
Ｒ
Ｔ
で
あ
り
、
ホ
ー
ム
と
車
両
床
の
段

差
も
な
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
公
共
交
通
で
あ

る
。
“
将
来
の
子
育
て
予
備
軍
”
と
も
考
え

ら
れ
る
参
加
者
か
ら
は
、「
と
て
も
乗
り
や

す
か
っ
た
が
、
車
内
は
ベ
ビ
ー
カ
ー
が
あ
る

と
狭
か
っ
た
」、「（
人
形
で
は
な
く
）
実
際

の
子
ど
も
が
乗
っ
て
い
た
ら
も
っ
と
大
変
だ

ろ
う
」、「
今
後
ベ
ビ
ー
カ
ー
利
用
者
を
見
か

け
た
ら
手
伝
い
た
い
」
等
の
感
想
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
前
後
に
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
前
後
で
ベ
ビ
ー
カ
ー
利
用
者
へ

配
慮
し
よ
う
と
い
う
意
識
や
、
子
育
て
に
対

す
る
興
味
・
関
心
が
向
上
す
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。

も
う
一
つ
最
近
の
出
来
事
だ
が
、
英
国

で
大
学
教
員
を
し
て
い
る
知
り
合
い
の
日

本
人
の
先
生
か
ら
、
ロ
ン
ド
ン
交
通
局

（Transport for London

）
の
方
が
、
日
本

の
子
連
れ
外
出
の
現
状
を
調
査
す
る
た
め
に

来
日
す
る
の
で
、
相
手
を
し
て
も
ら
え
な
い

か
と
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

ロ
ン
ド
ン
で
は
市
長
の
交
通
戦
略

（M
ayor’s Transport Strategy

《
Ｍ
Ｔ
Ｓ
》）

に
お
い
て
、
徒
歩
、
自
転
車
、
公
共
交
通
の

分
担
率
を
、
２
０
１
６
年
の
63
％
か
ら
、
２

０
４
１
年
ま
で
に
80
％
に
増
加
さ
せ
る
と
い

う
目
標
を
立
て
た
。

そ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
一
つ
と
し
て
、
自

動
車
に
依
存
し
た
子
ど
も
連
れ
の
移
動

（Fam
ily Travel

）
を
、
徒
歩
、
自
転
車
、

公
共
交
通
へ
転
換
さ
せ
る
た
め
の
施
策
を
検

討
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。
そ
こ
で
、
こ
の

テ
ー
マ
を
専
門
と
す
る
研
究
者
、
国
土
交
通

省
の
関
連
部
局
、
民
間
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

方
々
と
の
情
報
・
意
見
交
換
の
場
を
設
け

た
。
子
育
て
世
帯
の
み
な
ら
ず
、
自
動
車
に

過
度
に
依
存
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
、
個

人
に
と
っ
て
も
社
会
に
と
っ
て
も
持
続
可
能

で
は
な
い
こ
と
は
、
世
界
的
に
も
認
識
さ
れ

て
い
る
。

２
０
２
４
年
の
我
が
国
の
出
生
数
が
初
の

70
万
人
割
れ
と
の
こ
と
で
、
少
子
化
に
は
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
２
。
物
価
高
に
よ
る
子

育
て
へ
の
経
済
的
不
安
の
高
ま
り
や
、
価
値

観
の
多
様
性
に
よ
る
未
婚
傾
向
が
進
ん
だ
こ

と
な
ど
が
原
因
の
よ
う
だ
が
、
子
育
て
世
帯

が
外
出
し
や
す
い
交
通
環
境
の
整
備
も
、
少

子
化
対
策
の
一
つ
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
は

ず
だ
。

本
稿
で
は
、
子
育
ち
・
子
育
て
に
や
さ
し

い
鉄
道
を
含
め
た
交
通
環
境
と
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、
筆
者
の
研
究
活
動
も
紹
介
し
な

が
ら
、
考
え
を
述
べ
た
い
。

子ども自身の成長する力をサポートする「子育ち」、
そして保護者や社会による「子育て」にやさしい交通環境、まちづくりとは？

少子化が加速するなか、子どもや子連れの移動者が安心・安全に
過ごすためには何が必要となるか――

これからの鉄道会社に求められる課題とともに考える。

子育ち・子育てにやさしい
交通環境とまちづくり
宇都宮大学 地域デザイン科学部 教授

大森宣暁
Nobuaki OHMORI
工学博士。1995年東京大学工学部都市工学科卒業。2000年東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻
博士課程修了。カリフォルニア大学アーバイン校客員研究員、東京大学大学院工学系研究科都市工学専
攻准教授、宇都宮大学大学院工学研究科地球環境デザイン学専攻教授などを経て2016 年より現職。専
門分野は都市交通計画、人の活動・交通行動分析、バリアフリーのまちづくり。日本都市計画学会常務
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子
ど
も
一
人
で
も

外
出
し
や
す
い
交
通
環
境

「
子
ど
も
が
交
通
事
故
や
犯
罪
被
害
の
心

配
な
く
安
全
・
安
心
に
、
ま
た
車
に
依
存
せ

ず
に
心
身
と
も
に
健
康
で
楽
し
く
移
動
で
き

る
道
路
や
公
共
交
通
環
境
と
、
日
常
生
活
に

必
要
な
多
様
な
施
設
が
徒
歩
・
自
転
車
圏
に

立
地
し
、
地
域
の
人
々
の
見
守
り
も
あ
り
、

子
ど
も
へ
の
交
通
安
全
教
育
も
行
き
届
き
、

自
動
車
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
マ
ナ
ー
も
良
い

状
態
。」

も
ち
ろ
ん
、
一
人
で
移
動
す
る
能
力
が
ま

だ
備
わ
っ
て
い
な
い
乳
幼
児
は
、
だ
っ
こ
ひ

も
・
お
ん
ぶ
ひ
も
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
子
ど
も

乗
せ
自
転
車
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
取
り

付
け
た
自
動
車
等
に
よ
り
、
大
人
と
共
に
移

動
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
お
よ
そ

就
学
後
の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
大
人
の

干
渉
の
な
い
自
立
し
た
移
動
“Children’s 

Independent M
obility 《

Ｃ
Ｉ
Ｍ
》
”
（
子

供
の
移
動
自
由
性
）
を
実
現
す
る
都
市
環
境

整
備
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
世
界
中
で
認
識

さ
れ
て
い
る
４
。
そ
の
理
由
は
、
子
ど
も
一

人
で
徒
歩
や
自
転
車
、
公
共
交
通
等
で
移
動

す
る
こ
と
が
、
子
ど
も
の
身
体
活
動
レ
ベ
ル

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
加
え
て
、
空
間
認
知

能
力
、
問
題
解
決
能
力
、
社
会
性
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
意
識
、
意
思
決
定
能
力
等
の
向
上
に

つ
な
が
る
と
、
多
く
の
既
往
研
究
か
ら
明
ら

か
と
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の

指
標
の
一
つ
と
し
て
、
例
え
ば
「
一
人
で
学

校
か
ら
帰
宅
す
る
」、「
一
人
で
鉄
道
や
路
線

子
育
て
世
帯
の
外
出
行
動

都
市
で
生
活
す
る
人
々
は
、「
住
む
」、

「
働
く
」、「
憩
う
」
と
い
っ
た
日
常
生
活
活

動
を
、
自
宅
と
自
宅
以
外
の
場
所
で
行
う
た

め
に
、
日
々
外
出
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ

を
支
え
る
の
が
道
路
や
公
共
交
通
で
あ
る
。

子
育
て
世
帯
の
外
出
目
的
は
、
子
ど
も
の
年

齢
に
応
じ
て
変
化
す
る
。

乳
幼
児
の
時
に
は
、
親
が
食
料
品
の
買
い

物
へ
行
く
に
も
、
子
ど
も
を
家
で
一
人
に
さ

せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
一
緒
に
連
れ
て
行
く

必
要
が
あ
る
。
保
育
園
や
幼
稚
園
へ
の
送
迎

も
あ
る
し
、
体
調
が
悪
け
れ
ば
病
院
へ
連
れ

て
行
く
こ
と
も
多
い
。

小
学
生
に
な
る
と
、
集
団
登
校
な
ど
歩
い

て
通
学
す
る
子
ど
も
も
多
く
、
親
が
同
伴
す

る
必
要
が
な
い
場
合
も
増
え
る
。
し
か
し
、

塾
や
習
い
事
な
ど
、
一
人
で
徒
歩
や
バ
ス
、

鉄
道
を
利
用
し
に
く
い
地
域
に
住
む
世
帯
も

い
れ
ば
、
夜
間
は
交
通
安
全
や
防
犯
面
で
も

親
の
送
迎
が
必
要
な
場
合
も
多
い
。

中
学
生
に
な
れ
ば
一
人
で
外
出
す
る
能
力

が
さ
ら
に
高
ま
り
、
外
出
範
囲
も
広
く
な
る

が
、
そ
れ
で
も
親
に
よ
る
車
送
迎
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
地
方
都
市
や
大
都
市
郊
外
部
も

多
い
。

筆
者
の
考
え
と
し
て
は
、
子
育
て
世
帯
が

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
、

子
ど
も
一
人
で
も
、
子
ど
も
連
れ
で
も
外
出

し
や
す
い
交
通
環
境
整
備
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
３
。

バ
ス
等
を
利
用
す
る
」
な
ど
、
親
が
子
ど
も

の
外
出
行
動
に
対
し
て
与
え
る
６
つ
の
ラ
イ

セ
ン
ス
（
許
可
）
が
提
案
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
程
度
は
、
子
ど
も
の
年
齢
、
性
別
等
の
個

人
属
性
や
近
隣
の
都
市
・
交
通
環
境
等
の
要

因
に
よ
っ
て
異
な
る
。

昨
年
、
筆
者
も
、
首
都
圏
在
住
で
小
中
学

生
の
子
ど
も
を
持
つ
親
、
計
１
，
０
０
０
人

を
対
象
と
し
て
、
子
ど
も
の
移
動
自
由
性
と

自
動
車
送
迎
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
少
し
紹
介
し

た
い
。
６
つ
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
与
え
ら
れ
て

い
る
子
ど
も
の
割
合
は
、
学
年
が
進
む
と
共

に
上
昇
す
る
が
、
い
ず
れ
の
ラ
イ
セ
ン
ス
に

つ
い
て
も
、
同
学
年
で
は
男
子
よ
り
女
子
で

低
い
傾
向
が
あ
り
、
ま
た
地
域
別
で
み
る
と

東
京
23
区
居
住
者
よ
り
も
北
関
東
居
住
者

で
、
特
に
小
学
生
の
う
ち
は
低
く
、「
一
人

で
鉄
道
や
路
線
バ
ス
等
を
利
用
す
る
」
に
関

親が子どもの外出行動に対して与える
６つのライセンス

1一人で幹線道路を
横断する 2一人で学校以外の

場所へ行く 3一人で学校から
帰宅する

4一人で日没後に
外出する 5一人で鉄道や路線バス等を

利用する 6一人で自転車で幹線道路を
通行する

※筆者作成

ベビーカーでの LRT乗
降体験ワークショップ
の様子。
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し
て
は
、
10
～
30
％
の
差
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
塾
・
習
い
事
の
交
通
手
段
は
、
東
京
23

区
で
約
80
％
が
徒
歩
・
自
転
車
、
10
～
20
％

が
鉄
道
や
バ
ス
だ
が
、
北
関
東
で
は
小
学
生

で
70
～
80
％
、
中
学
生
で
も
約
60
％
が
親
に

よ
る
自
動
車
送
迎
で
あ
り
、
親
の
送
迎
頻
度

も
高
い
。
一
方
、
東
京
23
区
よ
り
も
北
関
東

で
、
塾
・
習
い
事
に
行
く
頻
度
が
、
特
に
小

学
生
で
低
く
、
親
の
送
迎
可
能
性
に
子
ど
も

の
外
出
活
動
が
制
限
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も

示
唆
さ
れ
る
。
自
動
車
で
送
迎
す
る
理
由
と

し
て
は
、
小
学
校
低
学
年
で
は
、
東
京
23
区

は
「
交
通
事
故
が
怖
い
」、「
夜
遅
い
」、「
犯

罪
が
怖
い
」
が
相
対
的
に
高
い
が
、
北
関
東

で
は
「
目
的
地
が
遠
い
」、「
目
的
地
へ
の
公

共
交
通
が
不
便
で
あ
る
」
が
上
位
と
な
る
と

い
う
違
い
が
あ
っ
た
。

以
上
、
ま
だ
十
分
分
析
を
終
え
て
い
な
い

調
査
デ
ー
タ
の
速
報
で
あ
る
が
、
Ｃ
Ｉ
Ｍ
が

低
い
こ
と
に
よ
り
、
親
の
自
動
車
送
迎
に
依

存
せ
ざ
る
を
え
な
い
地
域
や
世
帯
が
存
在
す

る
こ
と
が
わ
か
る
。
大
都
市
で
は
小
学
生
が

鉄
道
で
通
学
す
る
光
景
も
珍
し
く
な
い
が
、

地
方
都
市
で
は
、
子
ど
も
の
日
常
生
活
に
関

連
す
る
施
設
密
度
が
低
く
、
公
共
交
通
の

サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
も
低
い
た
め
、
子
ど
も
が

徒
歩
、
自
転
車
、
公
共
交
通
で
移
動
す
る
こ

と
が
難
し
い
地
域
も
多
い
。

公
共
交
通
利
用
は
、
座
席
を
必
要
と
し
て

い
る
人
に
席
を
譲
る
と
か
、
他
人
に
迷
惑
を

か
け
な
い
行
動
を
と
る
と
か
、
子
ど
も
が
公

共
空
間
に
お
け
る
立
ち
居
振
る
舞
い
を
学

び
、
社
会
性
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
教
育
機

会
で
も
あ
る
。

子
ど
も
連
れ
で
も

外
出
し
や
す
い
交
通
環
境

「
ベ
ビ
ー
カ
ー
や
子
ど
も
乗
せ
自
転
車
で

安
全
・
安
心
に
移
動
で
き
る
道
路
や
公
共
交

通
環
境
と
、
子
ど
も
連
れ
外
出
時
の
親
や
大

人
へ
の
安
全
教
育
も
行
き
届
き
、
必
要
な
時

に
は
車
で
送
迎
で
き
る
よ
う
時
間
制
約
に
縛

ら
れ
ず
、
全
て
の
道
路
利
用
者
が
ル
ー
ル
を

守
る
こ
と
で
車
送
迎
時
の
運
転
も
し
や
す

く
、
子
育
て
に
対
す
る
理
解
・
配
慮
が
人
々

に
浸
透
し
た
状
態
。」

こ
こ
で
、
子
ど
も
連
れ
で
の
ベ
ビ
ー
カ
ー

利
用
と
鉄
道
に
つ
い
て
の
近
年
の
歴
史
を
簡

単
に
振
り
返
ろ
う
５
―
６
。
だ
っ
こ
や
お
ん
ぶ

と
い
う
乳
幼
児
の
運
搬
・
保
育
技
術
は
縄

文
時
代
か
ら
存
在
し
て
い
た
よ
う
だ
。
一

方
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
（
乳
母
車
）
は
、
19
世
紀

中
ご
ろ
に
欧
州
で
製
品
化
さ
れ
、
我
が
国
に

は
明
治
初
期
に
輸
入
さ
れ
た
。
明
治
後
期
に

国
産
品
が
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
正

初
期
に
は
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
の
乳
母
車
が
登
場
し

た
と
い
う
。
当
初
は
主
に
上
流
階
級
を
中
心

に
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
戦
後
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
欧
米
化
、
道
路
舗
装
率
の
向
上
に

も
伴
い
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
が
庶
民
に
も
普
及
し

た
。
我
が
国
の
ベ
ビ
ー
カ
ー
は
、
Ｓ
Ｄ
マ
ー

ク
認
定
基
準
で
、
Ａ
型
（
乳
幼
児
を
寝
か
せ

た
状
態
で
使
用
で
き
る
）
と
Ｂ
型
（
乳
幼
児

を
背
も
た
れ
に
寄
り
か
け
て
座
ら
せ
使
用
す

る
）
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
海
外
製

の
ベ
ビ
ー
カ
ー
は
、
大
型
で
重
く
て
タ
イ
ヤ

も
大
き
く
、
車
に
乗
せ
る
た
め
に
少
し
だ
け

畳
め
る
く
ら
い
だ
が
、
日
本
製
は
軽

量
で
折
り
畳
み
持
ち
運
ぶ
こ
と
を
重

視
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

我
が
国
の
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
販
売
台
数

は
年
間
60
～
70
万
台
、
鉄
道
の
大
都

市
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
に
お
け
る
ベ
ビ
ー

カ
ー
利
用
者
の
全
乗
降
客
に
対
す
る

割
合
は
お
よ
そ
１
～
２
％
前
後
（
車

椅
子
使
用
者
の
お
よ
そ
20
～
30
倍
）

と
推
測
さ
れ
て
い
る
７
。

我
が
国
で
は
、
２
０
０
０
年
の
交

通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
、
２
０
０
６
年

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ
き
、
鉄

道
駅
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を
は

じ
め
公
共
交
通
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
整

備
が
急
速
に
進
み
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
で

も
公
共
交
通
を
利
用
し
や
す
く
な
っ

て
き
た
。
子
ど
も
連
れ
で
も
利
用
し

や
す
い
ト
イ
レ
や
授
乳
室
も
普
及

し
、
交
通
事
業
者
の
「
心
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
」
教
育
も
進
ん
だ
。
し
か
し
、
ベ

ビ
ー
カ
ー
利
用
者
の
公
共
交
通
利
用
時
の
事

故
や
、
周
囲
の
乗
客
と
の
ト
ラ
ブ
ル
も
多
発

し
た
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
連
れ
と
周
囲
の
乗

客
と
の
コ
ン
フ
リ
ク
ト
が
起
こ
っ
て
い
た
こ

と
も
き
っ
か
け
に
、
２
０
１
３
年
に
国
土
交

通
省
で
協
議
会
が
立
ち
上
が
っ
た
７
。
海
外

と
比
較
し
て
日
本
で
は
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
利
用

者
が
公
共
交
通
利
用
時
に
、「
席
を
譲
っ
て

も
ら
う
」、「
乗
降
を
手
伝
っ
て
も
ら
う
」
な

ど
の
周
囲
の
支
援
が
少
な
い
と
い
う
デ
ー
タ

も
示
さ
れ
た
。
多
く
の
議
論
を
経
て
、
２
０

１
４
年
以
降
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
マ
ー
ク
の
掲
出

と
と
も
に
、
鉄
道
へ
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
整

備
が
進
み
、
バ
ス
車
内
で
も
ベ
ビ
ー
カ
ー
を

折
り
畳
ま
ず
に
乗
車
で
き
る
こ
と
を
推
奨
し

て
き
た
。
鉄
道
駅
や
公
共
施
設
、
商
業
施
設

等
へ
の
普
及
と
、
継
続
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
効
果
も
あ
り
、
国
民
の
認
知
度
も
徐
々
に

向
上
し
て
い
る
よ
う
だ
。
な
か
な
か
重
要
な

転
換
点
で
あ
っ
た
と
、
今
に
な
っ
て
実
感
す

る
。
し
か
し
長
期
的
に
は
、
そ
も
そ
も
混
雑

時
に
子
ど
も
連
れ
で
鉄
道
や
バ
ス
に
乗
ら
な

く
て
も
、
徒
歩
や
自
転
車
で
移
動
で
き
る
場

所
に
、
子
育
て
関
連
施
設
が
立
地
す
る
コ
ン

パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
が
望
ま
れ
る
と
考
え

る
。冒

頭
で
紹
介
し
た
大
学
生
に
対
す
る
ワ
ー
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ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
筆
者
が
リ
ー
ダ
ー
を
務
め

る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
実
施

し
た
も
の
で
あ
る
８
。
子
連
れ
外
出
者
に
対

す
る
「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
醸
成
の
た
め

の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
と
効
果
検
証

を
目
的
と
し
て
お
り
、
昨
年
度
よ
り
、
大
学

生
を
対
象
に
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
他
、
ベ
ビ
ー
カ
ー

で
路
線
バ
ス
の
乗
降
体
験
や
、
子
ど
も
乗
せ

自
転
車
の
利
用
体
験
を
行
っ
た
り
、
孫
育
て

予
備
軍
と
位
置
付
け
ら
れ
る
中
高
年
層
を

対
象
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し

て
い
る
。

少
子
化
や
核
家
族
化
で
、
子
育
て
に
関
す

る
知
識
や
経
験
が
な
い
人
が
増
え
、
ひ
と
昔

前
と
は
子
育
て
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
い

る
。
ま
た
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
の
移
動
は
通
勤

目
的
の
移
動
よ
り
も
幸
福
感
が
低
く
、
周
囲

の
支
援
が
幸
福
感
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と

い
う
研
究
成
果
も
あ
る
９
。
子
育
て
当
事
者

も
子
連
れ
で
外
出
す
る
際
の
安
全
な
方
法
に

関
す
る
ル
ー
ル
や
知
識
を
習
得
す
る
の
み
な

ら
ず
、
若
者
、
子
育
て
経
験
者
・
未
経
験
者

も
含
め
て
、
あ
ら
ゆ
る
人
に
、
現
在
の
子
ど

も
連
れ
で
の
移
動
実
態
、
交
通
環
境
整
備
の

工
夫
と
課
題
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
子
ど
も
連
れ
当
事
者
が
心
理
的
に

も
外
出
し
や
す
く
な
る
と
考
え
る
。

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
と
の
連
携

Ｗ
Ｅ
Ｂ
メ
デ
ィ
ア
の
『
日
経xw

om
an

』

で
は
、
毎
年
「
共
働
き
子
育
て
し
や
す
い
街

ラ
ン
キ
ン
グ
」
を
発
表
し
て
お
り
、
２
０
２

４
年
の
１
位
は
神
戸
市
、
２
位
は
宇
都
宮
市

で
あ
っ
た

10

。
こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
の
評
価

項
目
は
、
保
育
を
は
じ
め
と
し
た
、
自
治
体

の
共
働
き
子
育
て
支
援
策
を
対
象
と
し
、
子

育
て
世
帯
の
親
と
子
ど
も
の
外
出
し
や
す
さ

に
関
す
る
項
目
は
な
い
。
し
か
し
、
記
事
で

は
、
神
戸
市
の
「
高
校
生
の
通
学
定
期
代
無

料
」、「
中
学
生
以
下
の
子
育
て
世
帯
の
駅
前

市
営
駐
輪
場
土
日
祝
日
利
用
無
料
」、
宇
都

宮
市
の
「
鉄
道
駅
近
隣
の
送
迎
保
育
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」、「
子
ど
も
だ
け
で
の
利
用
も
可
能

な
子
育
て
タ
ク
シ
ー
」
の
取
り
組
み
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
現
代
の
鉄
道
駅
は
、
従
来
の

交
通
結
節
点
の
役
割
の
み
な
ら
ず
、
飲
食
や

買
い
物
施
設
、
そ
し
て
子
育
て
関
連
施
設
や

サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
多
様
な
活
動
機
会
を
提
供

す
る
拠
点
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

宇
都
宮
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
、
自
治
体
主
導
で
計

画
さ
れ
、
第
３
セ
ク
タ
ー
方
式
で
設
立
さ
れ

た
株
式
会
社
が
運
行
を
担
っ
て
お
り
、
市
が

将
来
目
指
す
ま
ち
の
姿
を
実
現
す
る
た
め
の

一
つ
の
装
置
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い 

る
11

。
現
在
、
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
か
ら
東
側

の
工
業
団
地
ま
で
15
㎞
が
開
業
し
、
沿
線
人

口
増
加
や
地
価
上
昇
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
の

効
果
が
発
現
し
て
お
り
、
宇
都
宮
駅
西
側
の

中
心
市
街
地
へ
の
延
伸
に
対
す
る
市
民
の
期

待
は
非
常
に
大
き
い
。

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
、

駐
車
場
や
駐
輪
場
、
バ
ス
や
地
域
内
交
通
と

の
乗
り
換
え
し
や
す
い
施
設
整
備
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
子
育
て
世
帯
を
含
め

て
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
利
用
す
る
こ
と
で
実
現
す
る

新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
具
体
的
イ
メ
ー

ジ
を
市
民
に
伝
え
る
努
力
を
し
て
い
る
。
Ｌ

Ｒ
Ｔ
開
業
を
き
っ
か
け
に
、
鉄
道
、
バ
ス
も

含
め
て
公
共
交
通
全
体
の
魅
力
向
上
に
挑
戦

し
て
い
る
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
民
営
鉄
道
と
は
少
々
状
況
が
異

な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
自
治
体
の
ま
ち
づ

く
り
と
の
連
携
は
、
鉄
道
の
魅
力
向
上
に
お

い
て
重
要
な
視
点
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
子

ど
も
一
人
で
も
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
や
子
ど
も
乗

せ
自
転
車
を
利
用
す
る
親
子
に
も
使
い
や
す

い
駅
と
駅
前
広
場
の
整
備
は
、
民
営
鉄
道
事

業
者
の
自
助
努
力
だ
け
で
は
困
難
で
、
自
治

体
と
の
連
携
な
し
に
は
実
現
し
な
い
。

ま
た
、
“
こ
の
鉄
道
沿
線
に
住
む
と
こ
ん

な
素
敵
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
可
能
と
な

る
”
な
ど
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
発
信
し

て
い
く
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
る
。
自
治
体

の
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
や
子
育
て
施
策
の
立

案
に
、
民
営
鉄
道
事
業
者
も
積
極
的
に
関
与

し
、
共
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
い
く
姿
勢
が

必
要
で
あ
ろ
う
。
子
育
て
ラ
ン
キ
ン
グ
の
評

価
に
、「
地
域
に
魅
力
的
な
公
共
交
通
が
あ

り
、
子
ど
も
も
子
ど
も
連
れ
で
も
外
出
し
や

す
い
」
等
の
項
目
を
是
非
と
も
追
加
し
て
欲

し
い
も
の
だ
。

お
わ
り
に

大
都
市
と
地
方
都
市
で
状
況
は
異
な
る

が
、
子
育
て
世
帯
の
外
出
を
自
動
車
に
過
度

に
依
存
し
た
状
態
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
も

親
に
と
っ
て
も
望
ま
し
く
な
い
。
子
ど
も
一

人
で
も
、
子
ど
も
連
れ
で
も
安
全
・
安
心
に

外
出
で
き
る
交
通
環
境
と
、
子
育
て
し
や
す

い
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
、
鉄
道

の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
駅
や
車
両
に
関

す
る
ハ
ー
ド
面
で
の
整
備
は
か
な
り
進
ん
だ

現
在
、
子
ど
も
や
子
ど
も
連
れ
移
動
者
に
対

す
る
理
解
「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
の
醸

成
と
、
自
治
体
を
は
じ
め
、
異
分
野
の
民
間

企
業
、
教
育
機
関
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
な
ど
多
様

な
関
連
主
体
と
の
連
携
が
、
子
育
て
世
帯
に

と
っ
て
の
鉄
道
の
さ
ら
な
る
魅
力
向
上
に
お

い
て
重
要
な
視
点
の
ひ
と
つ
だ
と
考
え
る
。

最
後
に
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
利
用
者
数
に
関
す

る
デ
ー
タ
収
集
や
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
子
ど

も
連
れ
へ
の
対
応
な
ど
が
、
最
近
の
新
た
な

課
題
か
も
し
れ
な
い
こ
と
に
触
れ
た
い
。

参考文献：
１ 下野新聞， ベビーカー押し LRT 体験　宇大生 交通環境考える， 2024 年 12 月 5 日 .
２ 株式会社日本総合研究所， リサーチ・アイ No.2024-075, 2024.12.3.
３  大森宣暁：子育てしやすく子どもにやさしい交通まちづくりに向けて， 運輸と経済， Vol.83, No.3， 

pp.61-65, 2023.
４  Riazi, N. and Faulkner, G.：Children’s Independent Mobility, In: Children’s Active Transportation 

(Larouche, R. ed.), pp.77-91, Elsevier, 2018.
５  柳田穣， 谷口綾子：子育て時の外出環境の歴史的変遷に関する一考察， 土木計画学研究・講演集， 

Vol.39, CD-ROM, 2009.
６  谷口綾子， 柳田穣， 大森宣暁， 真鍋陸太郎， 寺内義典：乳幼児運搬用具の利用実態に関する一考

察， 土木計画学研究・講演集， Vol.40, CD-ROM, 2009.
７ 国土交通省：公共交通機関等におけるベビーカー利用に関する協議会とりまとめ， 2014 年 3 月 .
８  IATSS 研究調査プロジェクト 2410A「子育てしやすく子どもにやさしい交通環境実現のための教

育・行動変容プログラムの開発と適用」， https://www.iatss.or.jp/research/2410b.html
９  谷口綾子， 大森宣暁：ベビーカー利用者の移動時幸福感の規定因に関する国際比較－周囲の支援

は必要？， 土木学会論文集 D3， Vol.71, No.1, pp.1-10, 2015.
10  日 経 xwoman： 共 働 き 子 育 て し や す い 街 ラ ン キ ン グ 2024， https://woman.nikkei.com/atcl/

column/22/112200127/
11 ライトライン公式ポータルサイト， https://u-movenext.net/
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―
―
公
共
交
通
機
関
に
お
け
る
移
動
環
境
の

現
状
と
国
土
交
通
省
で
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
？

近
年
、
公
共
交
通
機
関
や
公
共
施
設
等
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
進
展
に
伴
い
、
以
前
よ

り
も
ベ
ビ
ー
カ
ー
使
用
者
を
含
む
子
ど
も
連

れ
の
方
々
が
移
動
し
や
す
い
環
境
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
が
、少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、今

後
一
層
の
環
境
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
省
で
は
、
公
共
交
通
機
関
等
に

お
け
る
ベ
ビ
ー
カ
ー
使
用
者
の
利
便
性
・
安

全
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
平
成
25
年
に

「
公
共
交
通
機
関
等
に
お
け
る
ベ
ビ
ー
カ
ー

利
用
に
関
す
る
協
議
会
」
を
設
置
し
、
ベ

ビ
ー
カ
ー
の
安
全
な
使
用
や
、
ポ
ス
タ
ー
や

チ
ラ
シ
を
活
用
し
た
ベ
ビ
ー
カ
ー
利
用
へ
の

理
解
・
配
慮
を
求
め
る
普
及
啓
発
、
ベ
ビ
ー

カ
ー
マ
ー
ク
の
作
成
（
平
成
26
年
３
月
作

成
、
平
成
27
年
５
月
J
I
S
規
格
化
）
及

び
当
該
マ
ー
ク
の
認
知
度
向
上
等
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

―
―
子
ど
も
連
れ
の
方
々
の
移
動
の
利
便
性
・

安
全
性
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
た
め
、
今

後
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
で
し
ょ
う

か
？ベ

ビ
ー
カ
ー
使
用
者
に
限
ら
ず
、
す
べ
て

の
子
ど
も
連
れ
の
方
々
に
と
っ
て
移
動
し
や

す
い
環
境
を
実
現
す
る
た
め
の
、
よ
り
幅
広

い
取
り
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
平
成
30
年
に
は
先
述
の
協
議

会
を
発
展
的
に
解
消
し
、
新
た
に
「
子
育
て

に
や
さ
し
い
移
動
に
関
す
る
協
議
会
」
を
設

置
し
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
で
は
、
ベ
ビ
ー

カ
ー
の
安
全
な
使
用
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
利
用
へ

の
理
解
・
配
慮
を
求
め
る
普
及
啓
発
、
ベ

ビ
ー
カ
ー
マ
ー
ク
の
認
知
度
向
上
等
に
継
続

的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ベ
ビ
ー
ケ
ア

ル
ー
ム
設
置
な
ど
、
関
係
事
業
者
等
に
お
け

る
取
り
組
み
の
共
有
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

―
―
子
育
て
支
援
の
観
点
か
ら
、
移
動
に
お

け
る
環
境
整
備
の
た
め
に
実
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
度
よ
り
、
公
共
交
通
事
業
者
、

施
設
管
理
者
、
子
育
て
団
体
等
の
協
力
を
得

て
、「
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
安
全
な
使
用
」、「
ベ

ビ
ー
カ
ー
利
用
へ
の
理
解
・
配
慮
」
及
び

「
ベ
ビ
ー
カ
ー
マ
ー
ク
」
の
認
知
度
向
上
に

つ
い
て
広
く
普
及
・
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
毎
年
５
月
の
１
カ
月
間
に
「
ベ

ビ
ー
カ
ー
利
用
に
関
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
と
移
動
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
推
進
の
た
め
に

　
子
ど
も
連
れ
や
妊
娠
中
の
方
、
障
害
者
や
高
齢
者
な
ど
、
多
様
な
人
々
が
安
心
し
て
生
活
し
、
移
動
で
き
る
環
境
を
実
現
す
る
た
め

に
公
共
交
通
機
関
で
は
、
常
に
社
会
の
変
化
に
合
わ
せ
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
国
土
交
通
省
で
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
関
す
る
施
策
の

実
施
や
、
利
便
性
・
安
全
性
の
向
上
等
を
所
掌
す
る
総
合
政
策
局
バ
リ
ア
フ
リ
ー
政
策
課
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
政
策
室
の
久
島
勇
一
氏

に
、
移
動
環
境
の
向
上
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
施
策
や
、
こ
れ
か
ら
の
民
鉄
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

構
成
◎
み
ん
て
つ
編
集
室
／
資
料
提
供
◎
国
土
交
通
省

本記事掲載のポスター・チラシは、国土交通省ホームページ内の下記ページで閲覧
できます（随時、最新版に更新されますのでご了承ください）。
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/barrierfree/sosei_barrierfree_tk_000011.html

「ベビーカー利用に関
するキャンペーン」
ポスター

右／「公共機関等
におけるベビー
カー利用円滑化」
チラシ
左／「電車等にお
けるベビーカー利
用円滑化」チラシ
（表面）

国土交通省総合政策局 
バリアフリー政策課 

交通バリアフリー政策室

久島 勇一
Yuichi  HISAJIMA 

INTERVIEW.1
子
育
て
に
や
さ
し
い
鉄
道
と
は

［
将
来
を
見
据
え
た
民
鉄
業
界
の
取
り
組
み
］

特
　
集
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特　集 子育てにやさしい鉄道とは
［将来を見据えた民鉄業界の取り組み］

令
和
６
年
度
に
お
い
て
は
、
公
共
交
通
機

関
等
に
お
け
る
ポ
ス
タ
ー
の
掲
出
や
、
政
府

広
報
提
供
ラ
ジ
オ
に
よ
る
広
報
・
啓
発
活
動

を
実
施
し
た
ほ
か
、
病
床
数
が
１
０
０
０
床

以
上
の
病
院
等
の
協
力
を
得
て
、
新
た
に
全

国
約
50
か
所
の
大
規
模
な
病
院
に
ポ
ス
タ
ー

掲
出
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
令
和
６
年
度
か
ら
は
、
こ
ど
も
家

庭
庁
の
「
秋
の
こ
ど
も
ま
ん
な
か
月
間
」
に

あ
わ
せ
て
、
11
月
の
１
カ
月
間
に
も
同
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
年
２
回
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

―
―
ベ
ビ
ー
カ
ー
マ
ー
ク
の
認
知
度
向
上
は

ど
の
く
ら
い
進
ん
で
い
ま
す
か
？

国
土
交
通
行
政
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
ニ

タ
ー
を
活
用
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
令
和
６
年
度
調
査
（
調
査
客

体
数
：
１
０
７
５
有
効
回
答
数
：
１
０
３
８

〈
回
答
率
96
・
6
％
〉）
で
は
、
ベ
ビ
ー
カ
ー

マ
ー
ク
の
意
味
を
知
っ
て
い
た
者
は
48
・

１
％
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
28
年
度
の
32
・

２
％
に
比
べ
て
認
知
度
は
向
上
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
交
通
政
策
基
本
計
画
（
令
和

３
年
５
月
18
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
は
、

令
和
７
年
ま
で
に
ベ
ビ
ー
カ
ー
マ
ー
ク
認
知

度
を
50
％
と
す
る
数
値
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て

お
り
、
更
な
る
認
知
度
向
上
の
た
め
の
取
り

組
み
が
必
要
で
す
（
※
）。

―
―
そ
の
他
、
定
期
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

毎
年
、
障
害
者
週
間
（
12
月
３
日
～
12
月

９
日
）
を
含
む
約
１
カ
月
間
、
鉄
道
や
バ
ス

車
内
の
優
先
席
や
鉄
道
駅
・
商
業
施
設
に
お

け
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
利
用
に
際
し
、
障

害
の
あ
る
方
、
妊
産
婦
や
乳
幼
児
連
れ
の
方

な
ど
、
移
動
に
配
慮
が
必
要
な
方
に
対
し
て

適
切
に
配
慮
す
る
よ
う
、
周
囲
の
利
用
者
の

理
解
・
協
力
を
求
め
る
「
高
齢
者
障
害
者
等

用
施
設
等
の
適
正
利
用
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

―
―
移
動
に
お
け
る
環
境
整
備
に
取
り
組
ま

れ
る
中
で
、
ど
ん
な
課
題
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
か
？

例
え
ば
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
が
使
用
す

る
「
子
ど
も
用
車
い
す
」
は
、
認
知
度
の

低
さ
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
外
見
が
ベ
ビ
ー
カ
ー
に
似
て
い
る
こ
と

か
ら
、
公
共
交
通
機
関
や
公
共
施
設
に
お
い

て
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
と
誤
認
さ
れ
、
利
用
時
に

必
要
な
介
助
が
受
け
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
公
共
交
通
事
業
者
等
に
対
し

て
は
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
策
定
し
て
い

る
「
公
共
交
通
事
業
者
に
向
け
た
接
遇
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
や
「
接
遇
研
修
モ
デ
ル
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
に
子
ど
も
用
車
い
す
に
つ
い
て
記
載

し
、
公
共
交
通
事
業
者
等
に
お
い
て
実
施
さ

れ
る
接
遇
研
修
等
を
通
じ
て
事
業
者
の
職
員

等
に
対
し
、
子
ど
も
用
車
い
す
の
認
知
度
向

上
や
理
解
・
配
慮
を
促
進
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。

ま
た
、
子
ど
も
用
車
い
す
の
更
な
る
認
知

度
向
上
を
図
る
た
め
、
継
続
的
に
普
及
啓
発

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
・
配
付
し
、
駅
や
施
設
等

に
ポ
ス
タ
ー
掲
出
い
た
だ
く
な
ど
、
公
共
交

通
事
業
者
等
と
連
携
・
協
力
し
て
、
認
知
度

向
上
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

―
―
子
育
て
に
や
さ
し
い
移
動
環
境
の
改
善
・

推
進
に
あ
た
り
、
民
鉄
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

国
土
交
通
省
で
は
、
今
後
も
公
共
交
通
機

関
等
に
お
け
る
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
利
用
し
や
す

い
環
境
作
り
や
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
使
用
者
及
び

周
囲
の
方
の
お
互
い
の
理
解
を
深
め
る
な

ど
、
子
育
て
に
や
さ
し
い
移
動
環
境
の
実
現

に
向
け
て
、
こ
ど
も
家
庭
庁
を
始
め
、
関
係

事
業
者
等
と
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

特
に
ベ
ビ
ー
カ
ー
利
用
に
関
す
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
や
、
各

地
方
運
輸
局
等
で
実
施
し
て
い
る
「
バ
リ
ア

フ
リ
ー
教
室
」
等
で
の
ベ
ビ
ー
カ
ー
利
用
及

び
ベ
ビ
ー
カ
ー
マ
ー
ク
の
普
及
・
啓
発
を
継

続
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

民
鉄
を
含
む
公
共
交
通
事
業
者
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
に
加

え
、
年
間
を
通
し
て
の
継
続
的
な
ポ
ス
タ
ー

掲
出
や
車
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
実
施
等
、
子
育

て
に
や
さ
し
い
移
動
環
境
づ
く
り
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「高齢者障害者等用施設等の適正利用推進キャンペーン」ポスター（右／車両
等の優先席、左／旅客施設等のエレべーター）

※�同調査での「電車やバスなどの車内では原則としてベビーカーを折りたたまずに使用できることをご存じですか」という質問については、63.5％が「知っている」と回
答し、「電車やバスなどにベビーカーを折りたたまずに乗車することに対して、どのように思いますか」という質問には、89.8％が「賛成・どちらかというと賛成」と回
答。「電車やバスなどでベビーカー使用者も利用できる「フリースペース」があることを知っていますか」という質問には、60.6％が「知っている」と回答。

「子ども用車い
す」ポスター

ベビーカーマーク
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「
一
律
50
円
」実
施
に
至
る
ま
で

２
０
２
２
年
３
月
、
小
児
Ｉ
Ｃ
運
賃
を
全

区
間
一
律
50
円
に
す
る
施
策
を
導
入
し
、
全

国
的
に
注
目
を
集
め
た
小
田
急
電
鉄
。

こ
の
施
策
の
検
討
開
始
は
、
２
０
１
９
年

に
さ
か
の
ぼ
る
。
当
時
、
Ｊ
Ｒ
も
含
め「
小
児

運
賃
は
大
人
の
半
額
」
と
い
う
制
度
上
の
定

め
が
あ
る
な
か
で
「
国
が
運
賃
改
定
を
認
可

す
る
の
か
」、「
自
動
改
札
機
の
運
賃
計
算
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
設
定
変
更
に
ど
れ
ほ
ど
の
手
間

と
コ
ス
ト
が
か
か
る
の
か
」
な
ど
、
そ
の
実

現
に
は
ク
リ
ア
す
べ
き
ハ
ー
ド
ル
が
あ
っ
た
。

事
実
、
国
土
交
通
省
鉄
道
局
、
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ

Ｏ
サ
ー
ビ
ス
の
運
営
・
開
発
運
用
を
行
う
株

式
会
社
パ
ス
モ
、
鉄
道
各
社
と
の
協
議
に
は

３
年
近
く
要
し
て
い
る
。
そ
の
間
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
し
、
鉄
道
事

業
が
大
幅
な
減
収
に
な
っ
た
こ
と
で
、
社
内

で
は
運
賃
の
値
下
げ
実
施
に
対
す
る
厳
し
い

意
見
も
上
が
っ
た
。
そ
れ
で
も
経
営
層
を
含

め
て
コ
ロ
ナ
禍
後
を
見
据
え
た
検
討
を
続

け
、
実
施
に
至
っ
た
。

「
小
児
Ｉ
Ｃ
運
賃
50
円
」
は
、
今
で
は
鉄

　「子育て」の示す範囲は幅広く、鉄道会社の取り組みにおいても同様である。今回の特集では、未就学児の子育てを
中心に、REPORT. 1 で、子育て応援に取り組む小田急電鉄・近畿日本鉄道・西武鉄道の３社の事例、REPORT. 2 で、
子育て環境の充実に積極的な自治体・流山市の取り組みと、子育て世代の鉄道利用に対するリアルな声を紹介する。

ス
テ
ッ
カ
ー
で
「
小
児
Ｉ

Ｃ
運
賃
50
円
」
を
告
知

中
の
改
札
機
。

小田急の子育て応援マスコットキャラクター『もころん』の着ぐるみと通勤車両 5000 形１編成をフルラッピングした『もころん号』
（下り方先頭車両）。

子育てにやさしい鉄道とは
［将来を見据えた民鉄業界の取り組み］

特  集

REPORT.1

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
鉄
道
会
社
と
し
て
社
会
課
題
に
ど
う
向
き
合
う
か
―
―
そ
の
答
え
の
一つ
が
子
育

て
の
支
援
・
応
援
だ
。
全
国
初
と
な
っ
た
『
小
児
Ｉ
Ｃ
運
賃
全
区
間
一
律
50
円
』
は
、
沿
線
住
民
か
ら
も
大
き
な

反
響
を
呼
び
、
鉄
道
業
界
に
新
た
な
可
能
性
を
示
し
た
。
こ
の
施
策
を
皮
切
り
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開

す
る
小
田
急
電
鉄
に
話
を
聞
い
た
。

「
小
児
Ｉ
Ｃ
運
賃
50
円
」か
ら
始
ま
っ
た

本
気
の
子
育
て
応
援

取
材
・
文
◉
清
水
友
樹
／
撮
影
◉
織
本
友
之
／
写
真
画
像
提
供
◉
小
田
急
電
鉄
株
式
会
社

小田急電鉄
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道
会
社
に
よ
る
子
育
て
支
援
施
策
の
代
表
格

と
も
い
え
る
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
実
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
行
っ
た
消
費

者
の
意
識
や
行
動
特
性
を
収
集
す
る
こ
と
を

目
的
に
行
っ
た
『
小
田
急
沿
線
１
万
人
調
査
』

で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
の
な
か
で
小
田
急

電
鉄
に
つ
い
て
「
子
育
て
層
に
や
さ
し
く
な

い
」
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
う

し
た
意
見
に
耳
を
傾
け
、
２
０
２
１
年
11
月
、

小
田
急
電
鉄
社
員
の
過
去
、
現
在
、
未
来
の

施
策
に
共
通
し
た
想
い
を
明
文
化
し
、
発
表

し
た
の
が
『
子
育
て
応
援
ポ
リ
シ
ー
』（
上

図
参
照
）
だ
。「
小
児
Ｉ
Ｃ
運
賃
50
円
」
は
、

こ
の
ポ
リ
シ
ー
を
体
現
す
る
抜
本
的
施
策
と

し
て
最
初
に
取
り
組
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ポ
リ
シ
ー
の
策
定
に
携
わ
っ
た
小
田

急
電
鉄
広
報
部
の
吉
川
卓
杜
課
長
代
理
は
、

そ
の
内
容
を
検
討
し
て
い
た
当
時
に
つ
い
て

「
当
社
が
で
き
る
子
育
て
応
援
を
考
え
る
た

め
に
、
子
育
て
層
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の

利
用
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
独
⾝

者
や
介
護
世
代
な
ど
多
様
な
メ
ン
バ
ー
を
集

め
、
長
い
時
間
を
か
け
て
議
論
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
『
子
育
て
と
は
何
か
』『
小
田
急
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
は
何
か
』
を
突
き
詰

め
て
い
き
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

こ
う
し
て
か
た
ち
と
な
っ
た
『
子
育
て
応

援
ポ
リ
シ
ー
』
の
言
葉
一
つ
ひ
と
つ
に
は
、

小
田
急
電
鉄
の
子
育
て
に
対
す
る
想
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ポ
リ
シ
ー
の
策
定
以

前
に
も
、
子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト
や
サ
ー
ビ

ス
を
展
開
し
て
い
た
が
、
散
発
的
で
、
社
内

一
体
と
な
っ
て
子
育
て
世
代
を
応
援
す
る
施

策
に
取
り
組
む
と
い
う
雰
囲
気
は
な
か
っ
た

と
い
う
。
し
か
し
、
社
内
の
共
通
意
識
が
醸

成
さ
れ
た
こ
と
で
、
小
田
急
の
子
育
て
支
援

施
策
は
本
格
化
し
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
一
つ
の
鉄
道
会
社
で
は
で
き
る

こ
と
は
限
ら
れ
る
た
め
、
い
か
に
沿
線
住
民

や
自
治
体
、
企
業
と
の
輪
を
広
げ
て
い
く
か

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
子
育
て
応
援
ポ
リ

シ
ー
の
策
定
は
、
社
内
だ
け
で
な
く
、
外
部

に
も
小
田
急
の
「
子
育
て
応
援
」
に
対
す
る

想
い
を
広
く
伝
え
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

こ
れ
ら
の
施
策
に
よ
り
、
子
ど
も
の
乗
車

機
会
が
増
え
、
付
き
添
う
大
人
の
利
用
も
促

進
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
運
賃
低
減
に
よ
る

減
収
は
想
定
内
に
収
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
神
奈
川
中
央
交
通
（
神
奈
中
バ
ス
）

は
２
０
２
３
年
４
月
１
日
、
小
田
急
バ
ス
も

２
０
２
４
年
４
月
１
日
か
ら
「
小
児
Ｉ
Ｃ
運

賃
50
円
」
を
実
施
し
た
。
グ
ル
ー
プ
会
社
に

も
同
様
の
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
る
。

乗
車
時
・
駅
利
用
時
の
環
境
も
改
善

こ
れ
ま
で
以
上
に
子
育
て
世
代
に
利
用
し

て
も
ら
う
た
め
に
は
、
運
賃
の
低
減
化
と
併

せ
、
使
い
や
す
い
乗
車
環
境
が
必
要
だ
。
そ

こ
で
２
０
２
２
年
３
月
、
全
通
勤
車
両
の
３

号
車
を
順
次
『
子
育
て
応
援
車
』
に
す
る
施

上／車両の窓ガラスにステッカー掲出中の様子。
下／通勤車両 5000 形。 『子育て応援車』の窓ガラスなどに貼っているステッカー。

新宿駅・海老名駅な
ど計５駅で導入。駅
改札口付近の専用
ポートでベビーカー
のレンタル・返却が
できる。

下北沢駅・海老名駅な
ど計 14 駅に設置。ソ
ファやスツール、コン
セントがあり、おむつ
替えや授乳などに利用
できる。画像は、成城
学園前駅のもころんデ
ザイン。

子育て応援ポリシー

「こどもの笑顔は
未来を変える。

Odakyu パートナー宣言」

～小田急は
こどもの笑顔をつくる
子育てパートナーで
あることを宣言します～

　小田急は考えます。子育て
はこどもが「育つ」手助けを
すること。そして、手助けの
繋がりが「子育てしやすい沿
線」をつくり、そこで育つこ
どもの笑顔は私たちに明日へ
向かう元気と希望を与えてく
れると。
　だからこそ、あなたが「こ
どもの幸せ」を願い、「こど
もを笑顔にしたい」と想うと
き、小田急は共に考え、共に
行動するパートナーでありた
いと考えます。

ベビーカー
シェアリング

ベビーケア
ルーム

広報部 課長代理

吉川卓杜
Takuto YOSHIKAWA
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策
も
開
始
し
た
。

子
ど
も
連
れ
の
利
用
者
を
温
か
く
見
守
っ

て
も
ら
う
よ
う
、
全
乗
客
に
呼
び
か
け
る
ス

テ
ッ
カ
ー
を
車
内
に
掲
出
。「
突
然
泣
き
出

す
乳
幼
児
が
い
て
も
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押
し

て
い
て
も
、
気
兼
ね
な
く
安
心
し
て
利
用
し

て
ほ
し
い
」と
い
う
想
い
を
か
た
ち
に
し
た
。

ま
た
、
小
田
急
線
車
内
で
は
『
温
も
り
を

通
わ
せ
る
子
育
て
応
援
車
』
と
い
う
漫
画
仕

立
て
の
子
育
て
応
援
ポ
ス
タ
ー
を
展
開
。
お

客
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
〝
困
っ
た
と
き
に

周
囲
の
人
の
ひ
と
言
で
救
わ
れ
た
〟〝
周
囲

の
人
の
気
遣
い
で
助
か
っ
た
〟
と
い
っ
た
子

連
れ
利
用
者
が
実
際
に
経
験
し
た
ほ
っ
こ
り

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
漫
画
に
し
て
掲
示
し
た
。

「
私
た
ち
は
、
あ
く
ま
で
も
お
客
さ
ま
に

子
育
て
応
援
を
お
願
い
す
る
立
場
で
す
。
お

客
さ
ま
に
ポ
ス
タ
ー
の
漫
画
に
共
感
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
子
育
て
応
援
の
輪
を
広
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
吉
川
氏
）

こ
れ
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
オ
ム
ツ
替
え
や

授
乳
が
で
き
る
「
ベ
ビ
ー
ケ
ア
ル
ー
ム
」
の

導
入
だ
。
２
０
２
５
年
２
月
現
在
、
下
北
沢

駅
や
海
老
名
駅
な
ど
計
14
駅
へ
の
導
入
が
完

了
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
宿
駅
や
海
老
名
駅

な
ど
を
含
め
た
５
駅
で
は
、「
ベ
ビ
ー
カ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
」
を
展
開
し
て
い

る
（
前
頁
写
真
参
照
）。

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
利
用
者
と
の 

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
高
め
る

小
田
急
電
鉄
は
、『
小
田
急
の
子
育
て
応

援
ナ
ビ
　FunFan

お
だ
き
ゅ
う
』
で
、
お

子
さ
ま
向
け
の
駅
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
や
親
子

向
け
の
イ
ベ
ン
ト
・
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
沿
線
に

特
化
し
た
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。

「
子
育
て
が
楽
し
い
沿
線
と
思
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
目
的
で
す
。
小
田
急
沿
線
へ
の
愛

着
を
育
み
、『
子
育
て
を
す
る
な
ら
小
田
急

線
』
と
思
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
次
世
代
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
」
と
広
報
部
の
岡
田
澄
々

香
氏
は
語
る
。

こ
の
ほ
か
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
チ
ャ
ネ
ル
を
使
っ
て
沿
線
利
用
者
へ

の
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
小
田
急
電
鉄
だ

が
、
こ
れ
ら
と
同
時
に
リ
ア
ル
の
つ
な
が
り

も
重
視
す
る
。

『
お
だ
き
ゅ
うFam

ily Fun

フ
ェ
ス
タ
』

は
、
鉄
道
フ
ァ
ン
だ
け
で
な
く
、
家
族
で
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
海
老
名
で
毎
年
開

催
し
て
い
る
。
昨
年
の
第
３
回
で
参
加
団
体

は
45
に
拡
大
し
た
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
子
育
て

層
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
っ
た
う
え

で
、
参
加
す
る
団
体
に
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
開
催
、
物
販
な
ど
を
行
っ
て
も
ら
っ
て

い
る
。

近
隣
は
も
と
よ
り
、
県
内
・
都
内
を
中
心

に
「
小
児
Ｉ
Ｃ
運
賃
50
円
」
を
使
っ
て
訪
れ

る
親
子
連
れ
が
増
え
て
い
る
そ
う
だ
。

広報部

岡田澄々香
Suzuka OKADA

1
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ま
た
、
２
０
２
５
年
２
月
２
日
に
は
、
海

老
名
駅
に
隣
接
す
る
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
で
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
『FunFan

お
だ
き
ゅ
う

フ
ェ
ア in 

ロ
マ
ン
ス
カ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』

を
開
催
し
た
。

「
子
育
て
当
事
者
で
は
な
い
方
々
に
も
共

感
し
て
い
た
だ
い
て
、
皆
さ
ま
で
お
子
さ
ま

た
ち
の
成
長
を
喜
び
合
え
る
機
会
を
提
供
し

た
い
、
そ
ん
な
想
い
で
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

て
い
ま
す
」
と
岡
田
氏
が
言
う
よ
う
に
、
小

田
急
電
鉄
で
は
み
ん
な
で
子
育
て
を
応
援
す

る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で 

発
信
強
化

大
人
へ
の
発
信
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
通
じ
て
で
き
る
が
、
小
さ
な
子
ど
も
に

は
伝
わ
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使
っ
た
発
信
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
。

交
通
企
画
部
の
佐
藤
茉
奈
氏
は
、「
子
育

て
応
援
ポ
リ
シ
ー
か
ら
派
生
す
る
か
た
ち
で
、

『
も
こ
ろ
ん
』
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
つ
く

り
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
は
３
つ
の
最
終
候
補

か
ら
子
ど
も
た
ち
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、

そ
の
中
で
圧
倒
的
支
持
を
受
け
た
も
の
に
な

り
ま
し
た
。
鉄
道
好
き
な
男
の
子
だ
け
で
な

く
、
女
の
子
に
も
好
評
で
す
」
と
語
る
。

も
こ
も
こ
し
た
う
さ
ぎ
を
モ
チ
ー
フ
と
し

た
「
も
こ
ろ
ん
」
は
、
小
田
急
を
象
徴
す
る

「
ブ
ル
ー
」
を
基
調
に
、
小
田
急
ロ
マ
ン
ス

カ
ー
の
伝
統
色
「
オ
レ
ン
ジ
」
を
配
し
、
ロ

マ
ン
ス
カ
ー
・
Ｇ
Ｓ
Ｅ
を
模
し
た
ポ
シ
ェ
ッ

ト
を
⾝
に
着
け
て
い
る
。

鉄
道
各
社
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
違
う
の
は
、「
子
育
て
応
援
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
と
し
た
点
だ
。

例
え
ば
、
自
動
改
札
機
に
子
ど
も
の
目
線

に
合
わ
せ
て
貼
付
す
る
「
小
児
Ｉ
Ｃ
運
賃
50

円
」
の
シ
ー
ル
や
、
子
育
て
応
援
車
の
ス
テ
ッ

カ
ー
や
ポ
ス
タ
ー
は
も
こ
ろ
ん
を
あ
し
ら
っ

た
デ
ザ
イ
ン
に
刷
新
し
た
。
視
認
性
が
高
ま

る
な
ど
の
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後

も
各
施
策
の
Ｐ
Ｒ
に
役
立
て
て
い
く
方
針
だ
。

小
田
急
独
自
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

「
小
児
Ｉ
Ｃ
運
賃
50
円
」
施
策
に
対
す
る
認

知
率
は
83
％
を
示
し
た
。
今
後
も
、
も
こ
ろ

ん
の
発
信
力
を
活
か
し
、
小
田
急
の
子
育
て

応
援
の
取
り
組
み
に
対
す
る
認
知
向
上
を
目

指
し
て
い
く
。

「
中
長
期
的
に
は
交
流
人
口
、
関
係
人
口
、

そ
し
て
定
住
人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
、
沿
線

で
生
ま
れ
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
、
成
長
後

も
住
み
続
け
た
い
と
思
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」（
佐
藤
氏
）

小
田
急
電
鉄
の
多
方
位
に
向
け
た
子
育
て

応
援
へ
の
想
い
は
、
グ
ル
ー
プ
や
沿
線
に
少

し
ず
つ
広
が
り
、
定
着
し
始
め
て
い
る
よ
う

だ
。

子どもも大人も楽しめる『お
だきゅう Family Fun フェス
タ』。各団体の人気キャラク
ターが集合し、会場を盛り上
げた（ 1 ）。同フェスタでは、
駅係員による体験ブースや沿
線の特産品販売など各種コン
テンツを開催する（ 2 ）。

右／『温もりを通わせる子育て応援車』のエピ
ソード漫画。インスタグラムを中心に活躍する
漫画家・西山ともこさんが作画を手掛けた。上
／窓上にポスター掲出中の様子。

『FunFan おだきゅうフェア in 
ロマンスカーミュージアム』
では「一緒に子どもたちを見
守ってください」という願い
を込め、展示されている歴代
ロマンスカーの前で乳児のハ
イハイレースを実施した。

マスコットキャラクターもころん
　デビューから１周年を迎えた『もころん』。
名前の由来は「もこもこ」の“もこ”と「ロマ
ンスカー」の“ろん”。「でんしゃをみたり、
のったりすること」「おでかけしてたくさんあ
そぶこと」が好
き。イベントや
グッズなど幅広く
展開している。

交通企画部 企画管理担当

佐藤茉奈
Mana SATO

2
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一
般
車
両
で
は
ベ
ビ
ー
カ
ー
や
大
型
荷
物
を

気
兼
ね
な
く
置
け
る
場
所
を
つ
く
る
方
針
が

見
え
ま
し
た
」（
喜
多
課
長
）。

「
や
さ
し
ば
」の
利
用
状
況
と
課
題

車
両
製
造
メ
ー
カ
ー
や
沿
線
出
身
の
デ
ザ

イ
ナ
ー
と
共
に
、
子
育
て
中
の
社
員
の
意
見

も
取
り
入
れ
て
検
討
し
た
「
や
さ
し
ば
」
は
、

直
角
２
面
に
背
も
た
れ
が
付
い
た
緑
色
の

シ
ー
ト
横
に
大
型
荷
物
を
置
け
る
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
し
、
床
面
に
は
芝
生
模
様
を
配
し
た

ユ
ニ
ー
ク
な
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
た
。
そ
の
利

用
状
況
つ
い
て
、
喜
多
課
長
は
「
先
日
、
ベ

ビ
ー
カ
ー
利
用
の
お
客
様
が
迷
わ
ず
『
や
さ

し
ば
』
に
向
か
い
利
用
さ
れ
て
い
る
の
を
見

か
け
、
認
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
実
感
で
き

ま
し
た
。
一
方
で
、
特
に
混
雑
時
間
帯
以
外

に
、
お
客
様
同
士
の
遠
慮
か
ら
利
用
を
控
え

る
ケ
ー
ス
が
あ
る
よ
う
で
す
。
引
き
続
き
乗

降
扉
上
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や
、
ス
テ
ッ
カ
ー

で
周
知
し
て
い
き
た
い
」
と
課
題
を
示
す
。

長
期
的
な「
快
適
」を
実
現
す
る
設
計

８
Ａ
系
の
、
も
う
一
つ
の
大
き
な
特
徴
と

い
え
る
の
が
「
Ｌ
／
Ｃ
シ
ー
ト
」
だ
。
Ｌ
＝

子
育
て
世
代
の
声
か
ら
生
ま
れ
た 

デ
ザ
イ
ン

２
０
２
４
年
10
月
７
日
、
近
畿
日
本
鉄
道

は
24
年
ぶ
り
の
新
型
一
般
車
両
と
な
る
「
８

Ａ
系
」
の
運
行
を
開
始
し
た
。
こ
の
車
両
の

画
期
的
な
特
徴
と
い
え
る
の
が
、
１
両
に
２

カ
所
ず
つ
設
置
さ
れ
た
「
や
さ
し
ば
」
の
導

入
で
あ
る
。「
や
さ
し
ば
」
は
、
ベ
ビ
ー
カ
ー

や
大
型
荷
物
を
置
い
て
も
気
兼
ね
な
く
座
れ

る
ス
ペ
ー
ス
で
、
他
の
一
般
座
席
と
同
様
に

誰
で
も
利
用
で
き
る
が
、
積
極
的
な
利
用
を

想
定
し
て
い
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
子
育
て
世

代
が
含
ま
れ
る
。

８
Ａ
系
の
開
発
に
初
期
か
ら
携
わ
っ
た
技

術
管
理
部
（
車
両
）
の
喜
多
陽
平
課
長
は
、

「
２
０
１
６
年
か
ら
、
昭
和
40
年
代
に
造
ら

れ
た
車
両
の
代
替
と
な
る
次
の
一
般
車
両
の

あ
り
方
に
つ
い
て
社
内
議
論
が
始
ま
り
ま
し

た
。
お
客
様
に
と
っ
て
乗
り
や
す
い
・
住
み

や
す
い
沿
線
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
次
の

一
般
車
両
で
は
子
育
て
世
代
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
が
必
要
で
あ
る
と
当
時
か
ら
考
え
て
い
ま

し
た
」
と
開
発
経
緯
を
振
り
返
る
。

課
題
を
具
体
的
な
デ
ザ
イ
ン
に
落
と
し
込

む
た
め
、
２
０
１
９
年
に
実
施
し
た
の
が
、

自
社
の
車
両
車
庫
に
多
様
な
利
用
客
を
集

め
、
一
般
車
両
の
中
で
良
い
点
・
悪
い
点
に

つ
い
て
直
接
意
見
を
聞
く
取
り
組
み
で
あ
る
。

「
こ
の
リ
サ
ー
チ
で
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
利
用

の
お
客
様
が
『
他
の
乗
客
の
邪
魔
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
』
と
気
に
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需

要
が
増
大
し
て
い
た
時
期
で
も
あ
り
、
次
の

新型一般車両８Ａ系。

車両中央の扉付近に２カ所ある緑色のスペースが「やさしば」。やさしさを共有できる「やさしい場所」と「芝生」の意味が掛けられたネーミングである。

鉄道本部企画統括部 
技術管理部（車両）

喜多陽平
Yohei KITA

REPORT.1

　近鉄の伝統を引き継ぐ色合いと、新味のある八角形の造形が特徴の新型一般車両「８Ａ系」
は、子育て世代の意見を取り入れながら生まれた。「やさしば」をはじめ、これまでにない発想を
形にした８Ａ系から、子育てにやさしい鉄道車両のあり方を考える。

新型一般車両８Ａ系にみる
子ども連れにやさしい鉄道車両

取材・文◉井上瑶子／撮影◉織本知之／写真画像提供◉近畿日本鉄道株式会社

子育てにやさしい鉄道とは［将来を見据えた民鉄業界の取り組み］特　集

近畿日本鉄道
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ロ
ン
グ
、
Ｃ
＝
ク
ロ
ス
を
表
し
、
一
般
座
席

の
ロ
ン
グ
シ
ー
ト
／
ク
ロ
ス
シ
ー
ト
へ
の
切

り
替
え
が
可
能
な
仕
様
に
な
っ
て
い
る
。
現

在
（
２
０
２
４
年
12
月
時
点
）
８
Ａ
系
は
、

平
日
は
ロ
ン
グ
シ
ー
ト
、
休
日
は
１
両
の
う

ち
一
部
を
ク
ロ
ス
シ
ー
ト
と
す
る
よ
う
に
混

雑
状
況
に
応
じ
て
転
換
す
る
形
で
運
用
し
て

い
る
。
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
仕
様
に
し
た
理
由

に
つ
い
て
は
「
今
後
、
沿
線
人
口
が
減
っ
た

際
に
は
、
平
日
も
ク
ロ
ス
シ
ー
ト
に
し
て
お

客
様
に
ゆ
っ
た
り
と
座
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

想
い
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
今
は
ラ
ッ
シ
ュ

の
時
間
帯
も
あ
り
、
そ
れ
が
ど
の
タ
イ
ミ

ン
グ
に
な
る
か
は
想
像
が
つ
き
ま
せ
ん
。
今

後
、
一
般
車
両
を
順
次
新
型
一
般
車
両
へ
と

切
り
替
え
て
い
き
ま
す
が
（
※
１
）、
先
行

投
資
で
転
換
可
能
な
シ
ー
ト
に
し
て
お
く
こ

と
で
、
長
期
的
に
快
適
な
乗
車
環
境
を
提
供

し
た
い
」（
喜
多
課
長
）
と
い
う
。

な
お
、「
や
さ
し
ば
」
は
２
方
向
で
座
れ
る

た
め
、
一
般
座
席
が
ク
ロ
ス
シ
ー
ト
と
な
る

場
合
で
も
、
乗
客
が
互
い
に
視
線
が
干
渉
し

づ
ら
い
方
を
向
い
て
座
る
こ
と
が
で
き
る
。

路
線
網
を
生
か
し「
旅
育
」に
も
注
力

近
畿
・
東
海
の
２
府
３
県
を
ま
た
が
る
広

大
な
路
線
網
と
、
沿
線
に
自
然
や
歴
史
に
触

れ
ら
れ
る
数
多
く
の
ス
ポ
ッ
ト
を
有
す
る
近

鉄
で
は
、
鉄
道
を
通
じ
た
「
旅
育
」（
※
２
）

の
重
要
性
も
認
識
し
て
い
る
。

営
業
企
画
部
の
山
北
航
大
氏
は
「
当
社
沿

線
の
魅
力
的
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
エ
リ
ア
別

に
紹
介
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
運
営
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
そ
れ
ら
を
、
子
育
て
世
代
の

方
に
と
っ
て
よ
り
使
い
勝
手
の
良
い
も
の
に

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
エ

リ
ア
別
だ
け
で
な
く
、『
室
内
で
身
体
を
動

か
し
た
い
』『
歴
史
を
学
び
た
い
』
と
い
う

よ
う
に
、
状
況
や
目
的
に
応
じ
ソ
ー
ト
を
か

け
た
検
索
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
子

育
て
世
代
の
方
に
便
利
な
サ
イ
ト
に
で
き
る

よ
う
工
夫
し
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

ま
た
、
旅
育
推
進
の
た
め
に
実
施
中
の

『
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
こ
ど
も
半
額
』
や
、
全
線

１
０
０
円
で
乗
り
放
題
と
な
る
『
き
ん
て
つ
　

き
っ
ず
ぱ
す
』（
祝
日
に
随
時
実
施
）
な
ど
、

小
学
生
以
下
を
対
象
に
し
た
利
用
促
進
企
画

に
も
長
期
的
に
取
り
組
む
方
針
だ
。

「
人
口
減
少
が
目
に
見
え
て
い
る
な
か
で
、

い
か
に
沿
線
の
お
客
様
に
留
ま
っ
て
い
た
だ

き
、
違
う
沿
線
の
方
に
も
住
み
た
い
と
思
っ

て
も
ら
え
る
沿
線
に
し
て
い
く
か
。
そ
の
た

め
に
、
現
在
子
育
て
を
さ
れ
て
い
る
方
だ
け

で
な
く
、
将
来
子
育
て
を
さ
れ
る
方
に
も
い

い
鉄
道
で
あ
る
と
思
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
」
と
喜
多
課
長
が
語
る
よ
う
に
、

近
鉄
で
は
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
に
お
け
る

柔
軟
か
つ
長
期
的
な
取
り
組
み
で
、
子
ど
も

と
子
育
て
世
代
の
利
用
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
く
。

子どもの声を反映した
「側面行先表示機」

　近鉄では、日本民営鉄道協会が毎年開催
している「新聞コンクール」の応募作品から
「こどものためにひらがなで行き先ひょうじ
を入れて下さい」という小学生の声をキャッ
チ。８Ａ系の側面行先表示器に、ローマ字・
漢字表示と併せ
てひらがなの表
示を取り入れた。

「イラストがあると利用し
やすい」というお客様の
声から作成した、オリジ
ナルピクトグラム入りの
ステッカー。

上／お出かけに役立つ情報等を集めた『きんてつ
旅育キャンペーン』特設サイト。左上／『ＩＣ
カードでこども半額』は、通塾利用等のお客様か
らも好評を得ている。左下／名阪間を走行し、観
光利用も多い「特急ひのとり」の多目的トイレ。
おむつ交換台や着替えスペースを装備（左）。ベ
ンチスペースには大きな車窓があり、ちょっとし
た気分転換などにも利用できる（右）。

キャリーバッグなどの
キャスターの一つを掛け
ることで転動防止になる
ストッパー。

3  縦手すりだけでなく、背も
たれにも手すりがあり子どもを
抱いていても安心して着席で
きる。 4  「ベビーカー利用のお
客様でしたら、このように赤
ちゃんのお顔を見ながら乗車
できます」と話す喜多課長。

※１　�8A 系は既に奈良線、京都線、橿原線、天理線に 48 両の投入を完了し、2025 年度には 68 両（奈良線、京都線、橿原線、天理線、大阪線、名古屋線、南大阪線）
の投入を予定している。

※２　旅を通して、知力・判断力・想像力などの能力や知的好奇心を高め、豊かにしていくこと。

鉄道本部企画統括部 
営業企画部

山北航大
Kodai YAMAKITA

1

2

4

3
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テ
ナ
ン
ト
を
誘
致
す
る
方
法
も
あ
る
。
し
か

し
西
武
グ
ル
ー
プ
が
重
視
す
る
の
は
短
期
的

な
利
益
で
は
な
く
、
長
期
的
な
視
点
で
の
沿

線
価
値
向
上
で
あ
る
。

園
内
は
防
音
で
、「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
重

視
し
、
園
児
の
姿
が
ガ
ラ
ス
越
し
に
覗
か
れ

な
い
構
造
に
し
て
い
ま
す
が
、
保
育
所
が
で

き
た
こ
と
で
グ
ラ
ン
エ
ミ
オ
を
利
用
す
る
親

子
連
れ
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
通
勤
途
中
に

駅
で
お
子
さ
ま
を
お
迎
え
し
て
、
つ
い
で
に

グ
ラ
ン
エ
ミ
オ
で
夕
食
の
お
買
物
を
済
ま
せ

て
帰
れ
る
と
い
っ
た
便
利
さ
は
駅
チ
カ
保
育

所
な
ら
で
は
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
保
育
所

を
誘
致
し
た
こ
と
で
施
設
と
し
て
の
ブ
ラ
ン

ド
価
値
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
」（
黒
木
氏
）

鉄
道
会
社
な
ら
で
は
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

『N
icot

』
の
魅
力
は
、
立
地
だ
け
で
な
く

園
児
が
参
加
で
き
る
鉄
道
会
社
な
ら
で
は
の

独
自
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
も
あ
る
。

例
え
ば
、
西
武
鉄
道
の
車
両
基
地
見
学

や
、
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
と
連
携
し
『
ベ
ル
ー

ナ
ド
ー
ム
』
で
「
投
げ
る
・
打
つ
・
走
る
」

の
体
験
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
、『
狭
山
ス
キ
ー
場
』
で
の
ウ
ォ
ー
タ
ー

ス
ラ
イ
ダ
ー
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
が

保
有
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
を
活
用
し
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
が
人
気
だ
っ
た
。

ま
た
〝
駅
チ
カ
〟
と
い
う
好
立
地
ゆ
え
に

大
き
な
園
庭
の
確
保
が
難
し
く
、
園
児
が
屋

外
で
自
然
と
触
れ
あ
う
機
会
は
限
ら
れ
る
。

子
ど
も
た
ち
に
自
然
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た

保
育
所
設
立
は
グ
ル
ー
プ
内
交
流
か
ら

「
で
か
け
る
人
を
、
ほ
ほ
え
む
人
へ
。」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
る
西
武
グ
ル
ー
プ
で

は
、
沿
線
に
住
む
人
た
ち
の
子
育
て
を
サ

ポ
ー
ト
し
、
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
。
な
か
で
も
長
期
的
に
取
り
組
ん
で

き
た
の
が
、
東
京
と
埼
玉
の
西
武
鉄
道
沿
線

で
保
育
事
業
者
と
連
携
し
て
運
営
す
る
、
認

可
保
育
所
『N

ニ
コ
ッ
ト

icot

』
の
開
発
で
あ
る
。

そ
の
設
立
経
緯
に
つ
い
て
、
西
武
リ
ア
ル

テ
ィ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
商
業
運
営
部
の
黒

木
公
美
氏
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
グ
ル
ー
プ
の
社
員
が
集
い
、
情
報
や
意

見
を
交
換
し
合
う
〝
ほ
ほ
え
み
向
上
委
員

会
〟（
現
・
ほ
ほ
え
みFactory

）
で
、
あ
る

社
員
か
ら
『
駅
に
子
育
て
施
設
を
つ
く
っ
て

み
て
は
ど
う
か
』
と
い
う
提
案
が
出
ま
し

た
。
こ
の
提
案
が
採
用
さ
れ
、
２
０
１
０
年

６
月
に
東
久
留
米
駅
の
駅
ナ
カ
商
業
施
設

『
エ
ミ
オ
東
久
留
米
』
内
に
、
当
社
初
の
保

育
所
で
あ
る
『N

icot

東
久
留
米
』
が
誕
生

し
ま
し
た
」

２
０
２
１
年
４
月
ま
で
に
、
12
カ
所
へ
拡

大
し
た
『N

icot

』
は
、
い
ず
れ
も
駅
直
結

の
商
業
施
設
内
や
高
架
下
な
ど
〝
駅
チ
カ
〟

に
あ
り
、
西
武
線
で
通
勤
す
る
人
や
駅
周
辺

で
働
く
親
は
特
に
送
迎
の
利
便
性
が
高
い
。

規
模
の
大
小
は
拠
点
に
よ
っ
て
異
な
る
が

『N
icot

所
沢
』
は
、
所
沢
駅
直
結
の
商
業

施
設
『
グ
ラ
ン
エ
ミ
オ
所
沢
』
内
に
あ
り
、

定
員
60
名
の
規
模
で
運
営
す
る
。
保
育
所
に

は
、
広
い
テ
ナ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
を
必
要
と
す

る
た
め
、
収
益
性
だ
け
で
考
え
れ
ば
、
他
の

『Nicot』 はNear・Interesting・
Conven i ence・Or i g i n a l・
Together の頭文字でもある。

『Nicot』の園児が参加でき
る、狭山丘陵にある「ベルー
ナドーム」で行われたスポー
ツカリキュラムの様子。

駅直結の商業施設『グラン
エミオ所沢』に入る『Nicot
所沢』。店舗エリアから少し
離れた一角にある。

REPORT.1

　西武グループが展開する駅チカ保育所『N
ニコット

icot』。地域住民の子育て支援を通じて笑顔を育む
ことにも取り組み、長期的な沿線価値の向上を目指す。鉄道会社ならではの発想と地盤を生かし、
住みやすい地域づくりに貢献する挑戦が注目されている。

駅チカ保育所「Nicot」で
笑顔広がる価値ある沿線に

取材・文◉清水友樹／撮影◉織本知之／写真提供◉西武リアルティソリューションズ

子育てにやさしい鉄道とは［将来を見据えた民鉄業界の取り組み］特　集

西武鉄道
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特　集 子育てにやさしい鉄道とは
［将来を見据えた民鉄業界の取り組み］

め
に
、
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
西
武
造
園
と

企
画
し
て
、
狭
山
稲
荷
山
公
園
で
の
「
森
の

運
動
会
」
を
実
施
し
〝
葉
っ
ぱ
玉
入
れ
〟
や

〝
ど
ん
ぐ
り
リ
レ
ー
〟〝
宝
探
し
〟
な
ど
を

行
っ
た
。

こ
れ
ら
の
体
験
は
、
園
児
に
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
保
護
者
に
も
好
評
だ
。
保
護
者
が
車

両
基
地
見
学
に
参
加
し
、
園
児
と
一
緒
に

熱
心
に
楽
し
む
ケ
ー
ス
も
あ
り
、「
大
き
く

な
っ
た
ら
電
車
の
運
転
士
に
な
り
た
い
！
」

な
ど
、
夢
を
膨
ら
ま
せ
る
園
児
も
少
な
く
な

い
そ
う
だ
。

企
業
主
導
型
保
育
事
業
へ
の 

取
り
組
み
も

西
武
グ
ル
ー
プ
は
、『N

icot

』
を
開
発 

す
る
一
方
で
、
西
武
鉄
道
本
社
ビ
ル
内
に
は

企
業
主
導
型
保
育
施
設
『
え
み
き
っ
ず
』
も

設
立
、
こ
ち
ら
で
は
西
武
グ
ル
ー
プ
社
員 

が
０
～
２
歳
の
乳
幼
児
を
預
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

西
武
鉄
道
人
事
部
の
高
橋
永
乃
課
長
は

『
え
み
き
っ
ず
』
に
つ
い
て
「
西
武
グ
ル
ー

プ
は
女
性
活
躍
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
待

機
児
童
の
問
題
も
あ
り
復
職
に
時
間
が
か
か

る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
鉄
道

事
業
で
は
土
日
や
早
朝
・
深
夜
の
勤
務
を
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
事
情
も
勘

案
し
、
当
社
で
育
児
環
境
を
整
備
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
国
の
助
成
金
制

度
を
活
用
し
、
本
社
ビ
ル
内
に
保
育
所
を
設

立
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」
と
経
緯
を
話
す
。

『
え
み
き
っ
ず
』
は
３
６
５
日
開
園
し
、

土
日
も
柔
軟
に
対
応
す
る
。
手
ぶ
ら
で
子
ど

も
を
預
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
園
内
に
は
お
む

つ
や
着
替
え
の
保
管
ス
ペ
ー
ス
を
完
備
。
従

業
員
の
働
き
や
す
さ
に
寄
与
し
て
い
る
。

沿
線
の
未
来
に「
ほ
ほ
え
み
」を
増
や
す

〝
に
こ
に
こ
〟〝
ほ
ほ
え
み
〟
な
ど
笑
顔
に

ま
つ
わ
る
言
葉
に
ち
な
ん
だ
『N

icot

』
や

『
え
み
き
っ
ず
』
と
い
う
名
称
に
は
、
西
武

グ
ル
ー
プ
の
「
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
健
や

か
に
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
想
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。

西
武
グ
ル
ー
プ
が
展
開
す
る
保
育
施
設
に

通
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
と

き
、
愛
着
の
あ
る
西
武
鉄
道
沿
線
で
子
育
て

を
す
る
︱
︱
西
武
グ
ル
ー
プ
は
そ
ん
な
未
来

の
実
現
に
向
け
て
、
種
を
蒔
い
て
い
る
。

『えみきっず』の内装
は、鉄道会社設立の
保育所らしく、鉄道を
モチーフにしたデザイ
ンが各所に施されて
いる（上）。保育所内
には本物の吊り革も
（下左）。本社ビル１Ｆ
に園を構えており、保
護者は子どもの発熱
など急なお迎えが必
要な場合にも対応し
やすい（下右）。

『Nicot』の年間行事の
中で１、２位を競う人
気を誇る車両基地見
学。年長組が参加で
きる（上）。車両基地
見学中、車内から車
両清掃の様子を見て
興味津々の園児たち
（下）。

西武リアルティソリューションズ 
商業運営部 管理担当 
アシスタントマネージャー

黒木公美
Satomi KUROKI

西武鉄道人事部 課長

高橋永乃
Hisano TAKAHASHI
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施
策
に
取
り
組
み
、
P
R
し
て
こ
ら
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

仕
事
を
し
な
が
ら
子
ど
も
が
育
て
や
す
い

環
境
づ
く
り
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
取
り
組

み
、
P
R
し
て
き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

待
機
児
童
ゼ
ロ
の
環
境
を
整
え
る
た
め
の
認

可
保
育
園
の
充
実
、
そ
し
て
「
駅
前
送
迎
保

育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

認
可
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
2
0
1
0

年
度
17
園
か
ら
2
0
2
4
年
度
1
0
4
園

に
ま
で
増
加
さ
せ
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
実
現

さ
せ
て
い
ま
す
。
2
0
2
4
年
度
か
ら
は
、

入
園
を
希
望
す
る
障
害
児
等
の
配
慮
が
必

要
な
子
ど
も
が
円
滑
に
入
所
で
き
る
よ
う
、

「
要
配
慮
児
童
保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
の

新
設
や
、
各
園
に
受
け
入
れ
枠
を
設
け
、
市

の
方
で
入
園
先
を
調
整
す
る
取
り
組
み
も
始

め
ま
し
た
。
配
慮
が
必
要
な
子
ど
も
の
保
育

園
探
し
は
、
保
護
者
の
負
担
が
と
て
も
大
き

い
と
い
う
市
民
の
声
を
受
け
て
の
対
応
で
す
。

受
け
入
れ
枠
が
空
い
て
い
る
園
を
紹
介
し
、

受
け
入
れ
て
い
た
だ
く
園
に
は
手
当
を
出
す
。

必
要
が
あ
れ
ば
、
施
設
改
修
費
な
ど
も
出
す

よ
う
に
し
ま
し
た
。
2
0
2
5
年
度
か
ら

は
、
認
可
幼
稚
園
も
こ
の
取
り
組
み
の
対
象

に
す
る
予
定
で
す
。
配
慮
が
必
要
な
子
ど
も

を
含
め
、
希
望
す
る
す
べ
て
の
子
ど
も
が
保

育
園
・
幼
稚
園
に
ほ
ぼ
確
実
に
入
れ
る
環
境

を
整
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
、「
駅
前
送
迎
保
育
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
は
、
2
0
0
5
年
に
開
業
し
た

T
X
の
、
流
山
お
お
た
か
の
森
駅
と
南
流

山
駅
の
2
つ
の
駅
に
隣
接
し
て
設
け
た
施
設

で
、
送
迎
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
市
内
の
指

定
保
育
園
を
バ
ス
で
結
ん
で
、
登
園
・
降
園

を
行
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。
保
護
者
は
送
迎
保

育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
子
ど
も
を
預
け
て
出

勤
。
子
ど
も
は
バ
ス
で
所
属
す
る
園
に
登
園

し
、
時
間
に
な
っ
た
ら
再
び
バ
ス
で
降
園
。

送
迎
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
保
護
者
の
迎
え

を
待
つ
の
で
す
。
送
迎
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
T
X
の
駅
近
く
に
あ
る
た
め
、
通
勤
の

流
れ
の
中
で
子
ど
も
の
送
り
迎
え
が
で
き
、

朝
夕
の
時
間
的
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
と
好

評
で
す
。
実
際
、
市
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
お

会
い
し
た
子
育
て
世
代
の
方
か
ら
、「
送
迎

保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
か
ら
流
山
に

（
住
む
こ
と
を
）
決
め
ま
し
た
」
と
言
っ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

―
―
子
育
て
環
境
の
充
実
だ
け
で
な
く
良
質

な
住
環
境
の
充
実
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
そ

う
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

景
観
条
例
を
設
け
て
、
指
定
区
域
で
は
建

物
の
色
や
看
板
の
大
き
さ
な
ど
に
も
細
か
な

ル
ー
ル
を
定
め
、
景
観
に
配
慮
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
緑
豊
か
な
住
環
境
の
実
現
の
た

め
「
グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
認
定
制
度
」
を
設

け
、
敷
地
面
積
に
応
じ
た
緑
化
基
準
を
設
定

山
市
の
人
口
構
成
で
は
30
～
40
代
が
団
塊

の
世
代
の
5
割
増
し
の
状
況
で
す
。
さ
ら

に
0
～
9
歳
の
各
年
齢
の
子
ど
も
の
数
も
、

団
塊
の
世
代
よ
り
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
団

塊
の
世
代
よ
り
乳
幼
児
・
子
ど
も
の
数
が
多

い
と
い
う
の
は
、
全
国
的
に
も
大
変
珍
し
い

こ
と
で
す
。

―
―
共
働
き
の
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
街

づ
く
り
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な

―
―
6
年
連
続
で
人
口
増
加
率
1
位
（
全

国
市
中
）
を
記
録
し
ま
し
た
が
、
流
山
市
の

人
口
は
現
在
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
を
設
け
た
20
年
前
、

流
山
市
は
少
子
高
齢
化
に
直
面
し
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
、
共
働
き
の
子
育
て
世
代
に

選
ん
で
い
た
だ
け
る
街
づ
く
り
を
進
め
て
き

た
結
果
、
全
国
7
9
2
市
中
、
6
年
連
続

で
人
口
増
加
率
1
位
を
記
録
。
現
在
、
流

子
育
て
世
代
に
人
気
の

沿
線
自
治
体

～
流
山
市
・
井
崎
義
治
市
長
に
聞
く
～

　
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
（
T
X
）
沿
線
の
千
葉
県
流
山
市
は
2
0
0
4
年
、
自
治

体
と
し
て
初
め
て
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
」
を
設
立
し
、
移
住
者
の
誘
致
を
開
始
し

た
。
2
0
1
0
年
以
降
は
、
共
働
き
の
子
育
て
世
代
へ
の
P
R
を
強
化
す
る
た
め
、

「
母
に
な
る
な
ら
、
流
山
市
。」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
掲
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を

実
施
。
取
り
組
み
が
実
を
結
び
、
近
年
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
の
人
口
増
が
続
い
て
い
る
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
の
立
役
者
で
あ
る
井
崎
義
治
市
長
に
、
流
山
市
が
行
っ
て
い
る
子

育
て
世
帯
に
向
け
た
施
策
と
、
こ
れ
か
ら
の
街
づ
く
り
の
展
望
を
聞
い
た
。

取
材
・
文
◉
松
澤
美
穂
／
撮
影
◉
加
藤
有
紀

6
年
連
続
で
人
口
増
加
率
1
位

流山市長

井崎義治
Yoshiharu IZAKI

REPORT.2
子
育
て
に
や
さ
し
い
鉄
道
と
は

［
将
来
を
見
据
え
た
民
鉄
業
界
の
取
り
組
み
］

特
　
集
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特　集 子育てにやさしい鉄道とは
［将来を見据えた民鉄業界の取り組み］

だ
い
て
い
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
駅
利
用
者
向
け
に
高
架
下
を
駐
輪

場
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
提
供
し
て
も
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
駐
輪
場
は
重
要
な
社
会
イ

ン
フ
ラ
の
一
つ
で
す
が
、
稼
働
率
は
常
に

1
0
0
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
流
山
お
お
た

か
の
森
駅
周
辺
な
ど
で
は
、
商
業
的
な
土
地

利
用
も
進
ん
で
き
て
い
る
の
で
、
商
業
施
設

の
一
角
に
駐
輪
場
を
作
っ
て
い
た
だ
い
た
例

も
あ
り
ま
す
が
、
需

要
は
高
ま
り
続
け
て

い
ま
す
。

子
育
て
支
援
施
設

に
つ
い
て
は
、
現
状

十
分
に
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
る
の

で
、
今
後
は
、
商
業

的
な
土
地
利
用
と
駐

輪
場
の
確
保
と
い
う

面
で
、
有
効
な
土
地

活
用
に
つ
い
て
慎
重

に
協
議
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

―
―
流
山
と
い
う
街

を
、
こ
れ
か
ら
ど
の

よ
う
に
し
て
い
き
た

い
と
お
考
え
で
し
ょ

う
か
。

市
民
を
対
象
に
実

―
―
流
山
市
の
街
づ
く
り
に
お
い
て
、
公
共

交
通
事
業
者
と
協
働
さ
れ
て
い
る
事
業
は
あ

り
ま
す
か
。

T
X
の
高
架
下
に
児
童
館
や
学
童
保
育

施
設
等
を
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
子
ど
も
人
口
が
増
え
続
け
て
い
る
中
、

学
童
保
育
施
設
も
教
室
１
つ
２
つ
で
は
足
り

ま
せ
ん
。
一
つ
の
施
設
で
、
鉄
道
車
両
で
4

両
分
く
ら
い
の
ス
ペ
ー
ス
を
使
わ
せ
て
い
た

し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
子
育
て
環
境
充

実
に
向
け
、
2
0
0
戸
以
上
の
集
合
住
宅

に
は
認
可
保
育
園
を
設
置
す
る
と
い
っ
た
基

準
を
設
け
た
「
流
山
市
子
育
て
応
援
マ
ン

シ
ョ
ン
認
定
制
度
」
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
条
例
や
認
定
制
度

に
対
し
、
当
初
は
反
発
さ
れ
る
住
宅
デ
ィ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
さ
ん
も
い
ま
し
た
が
、
今
は
ど
こ

も
協
力
的
で
す
。
子
育
て
環
境
を
含
む
、
住

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
流
山
で
の
住
宅
の
購

入
や
賃
貸
契
約
に
結
び
付
く
と
い
う
こ
と
を

理
解
い
た
だ
け
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

施
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
達
成
度
ア
ン
ケ
ー

ト
」
で
は
、「
こ
れ
か
ら
も
流
山
市
に
住
み

続
け
た
い
」
と
い
う
回
答
が
90
・
5
％
（
令

和
6
年
度
）
に
上
り
ま
し
た
。
子
育
て
環

境
、
そ
れ
を
含
め
た
良
質
な
住
環
境
の
整

備
・
維
持
・
向
上
に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果

で
し
ょ
う
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
試

算
で
は
、
流
山
市
は
2
0
5
0
年
ま
で
人
口

が
増
え
続
け
、
24
万
人
台
に
な
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
住
み
続
け
た
い
街
、
住
ん
で
み
た

い
街
と
し
て
認
知
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
こ
の
推
計
は
、
現
実
的
な

数
だ
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
良
質
な
住
環
境
を
考
え
る
上
で

は
、
適
正
人
口
規
模
と
適
正
人
口
密
度
と
い

う
も
の
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
の
24
万
人
と

い
う
数
は
上
限
だ
と
考
え
ま
す
。
す
で
に
開

発
余
地
も
限
ら
れ
て
き
て
い
る
の
で
、
今
後

は
マ
ン
シ
ョ
ン
や
住
宅
が
次
々
と
建
つ
と
い

う
こ
と
は
な
く
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

人
口
も
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
急
増
で
は
な

く
、
緩
や
か
な
増
加
ペ
ー
ス
に
変
わ
っ
て
い

く
は
ず
で
す
。
行
政
の
対
応
も
、
数
へ
の
対

応
か
ら
質
の
向
上
を
目
指
す
も
の
に
な
っ
て

い
く
と
考
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
方
に
は
住
み
続
け
た

い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
市
外
の

方
か
ら
は
住
ん
で
み
た
い
街
と
認
知
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
良
質
な
子
育
て
環
境
と

住
環
境
の
整
備
・
維
持
・
向
上
に
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

T
X
の
高
架
下
を
有
効
活
用

H２２年度 → R６年度
認可保育園等数 ⇒ ６．１倍
定員数 ⇒ ４．８倍

保育児童
（人）

 待機児童
（人）

１０４園
（H23～R6年度）

１7園

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6

74
43

81
57 68

49

146 92

29 42 26
0 3 0 0

1789
2281 2541

2794 3091

3725
18
3707

4091
54
4037

4797
91
4706

5585
281
5304

6016
319
5697

6761
337
6424

7781
375
7406

8539
393
8146

8558
374
8184

8669
374
8295
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■ 小規模保育定員 ■ 認可保育定員（こども園含む） 待機児童数

新設1

新設4
増員3

新設3 新設2
増員2

新設2
増員1

新設5
増員2

新設6
新設9

新設17
増員1

新設5
増員4

新設12
増員4

新設14

新設9
増員2

新設2
増員1

新設2

流山おおたかの森駅 H19年　設置
南流山駅 H20年　設置

利用登録者数　120人（R6年3月現在）
市内の全ての保育所(園)が対象!!

送迎保育ステーション

各保育所（園）

自 宅

各送迎保育ステーションと市内
の指定保育所（園）を安心･安
全のバスで結び、登園･降園す
るシステム

→保護者の時間的負担の軽減

送迎

■流山市の認可保育園等の新設・増設

■駅前送迎保育ステーション

グラフ・図ともに流山市の資料をもとに作成
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早
川
　
自
宅
や
実
家
の
最
寄
り
駅
が
小
田
急

線
な
の
で
、
私
も
小
田
急
線
で
す
。
遊
び
に

行
く
と
き
に
使
う
こ
と
が
多
い
で
す
。

下
地
　
私
も
小
田
急
線
で
す
。
子
ど
も
の
遊

び
や
幼
児
教
室
に
連
れ
て
行
く
と
き
に
使
っ

て
い
ま
す
。

―
―
電
車
利
用
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
お
子

さ
ん
と
一
緒
に
電
車
を
利
用
す
る
と
き
、
ど

ん
な
困
り
ご
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
少
な
く
て
、
ど
こ

に
設
置
さ
れ
て
い
る
か
分
か
り
に
く
い
の
が

困
り
ま
す
。

幸
福
　
そ
う
で
す
ね
。
分
か
り
や
す
い
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
位
置
案
内
が
欲
し
い
で
す
。
降

り
た
位
置
か
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
遠
か
っ
た

り
し
て
、
乗
り
換
え
は
絶
対
に
ア
プ
リ
の
案

内
通
り
に
は
い
か
な
い
で
す
。
そ
れ
は
本
当

に
困
っ
て
い
ま
す
。
事
前
に
、
ど
の
車
両
に

乗
れ
ば
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
近
く
に
降
り
ら
れ

る
の
か
が
調
べ
ら
れ
る
ア
プ
リ
な
ん
か
が
あ

る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

伊
藤
　
最
近
で
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
な
い
駅

は
ほ
と
ん
ど
な
い
で
す
け
ど
、
確
か
に
大
き

な
駅
な
ど
で
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
探
す
こ
と

は
あ
り
ま
す
ね
。

下
地
　
以
前
、
改
札
を
入
っ
て
か
ら
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
別
の
改
札
の
方
に
し
か
な
い
こ

と
が
分
か
っ
て
、
一
旦
出
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
初
め
て
使
う
駅
だ
と
位
置
案
内
が
見
つ

け
ら
れ
な
か
っ
た
り
し
て
、
困
り
ま
す
。

早
川
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
狭
く
て
困
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ベ
ビ
ー
カ
ー
2
台
と
大
人
2

人
で
ギ
リ
ギ
リ
と
い
う
サ
イ
ズ
が
多
く
て
、

―
―
皆
さ
ん
小
さ
な
お
子
さ
ん
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、
よ
く
利
用
さ
れ
る
公
共
交

通
機
関
は
何
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
主
な
利

用
目
的
を
お
伺
い
で
き
ま
す
か
。

鈴
木
　
週
に
１
・
２
回
、
子
ど
も
を
連
れ
て

遊
び
に
行
く
と
き
や
義
理
の
実
家
に
行
く
と

き
に
、
小
田
急
線
や
京
王
線
、
あ
と
東
急
世

田
谷
線
を
利
用
し
ま
す
。

伊
藤
　
う
ち
は
娘
が
復
職
し
て
い
て
、
私
た

ち
祖
父
母
で
孫
を
世
話
し
て
い
ま
す
。
こ
ち

ら
の
施
設
に
は
歩
い
て
き
て
い
ま
す
が
、
週

に
１
・
２
回
は
、
孫
を
連
れ
て
遊
び
や
食
事

に
も
行
く
の
で
、
そ
う
し
た
と
き
は
電
車
や

バ
ス
を
利
用
し
ま
す
。

幸
福
　
一
番
よ
く
使
っ
て
い
る
の
は
小
田
急

線
で
す
。
子
ど
も
を
連
れ
て
遊
び
に
行
く
と

き
に
使
い
ま
す
。

鉄
道
を
利
用
し
て

良
かっ
た
こ
と
、期
待
す
る
こ
と

～
子
育
て
世
代
の
声
～

NPO 法人せたがや子育てネットが運営する集いの場「おでかけひろば　ぶれす」を利用する
皆さん

　
子
育
て
が
社
会
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
な
っ
て
い
る
現
在
、
鉄
道
事
業
者
に
は
ど
の
よ
う
な
子
育

て
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。
小
田
急
線
経
堂
駅
が
最
寄
り
駅
の
N
P
O
法
人
せ
た
が
や
子
育
て
ネ
ッ

ト
が
運
営
す
る
集
い
の
場
「
お
で
か
け
ひ
ろ
ば
　
ぶ
れ
す
」
を
利
用
す
る
、
就
学
前
の
お
子
さ
ん
が
い
る
保

護
者
の
方
々
に
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

取
材
・
文
◉
松
澤
美
穂
／
撮
影
◉
加
藤
有
紀

参加 者

鈴木汐美さん
（お子さん1歳0カ月）

早川愛さん
（お子さん1歳6カ月）

幸福千穂さん
（お子さん1歳2カ月）

伊藤広史さん
（お孫さん1歳3カ月）

下地綾美さん
（お子さん2歳）

REPORT.2
子
育
て
に
や
さ
し
い
鉄
道
と
は

［
将
来
を
見
据
え
た
民
鉄
業
界
の
取
り
組
み
］

特
　
集
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特　集 子育てにやさしい鉄道とは
［将来を見据えた民鉄業界の取り組み］

一
度
に
乗
れ
る
人
数
が
限
ら
れ
ま
す
。
新
宿

駅
な
ど
で
は
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
持
っ
た
観
光

客
の
方
も
利
用
す
る
の
で
、
行
列
に
な
っ
て

い
た
り
し
ま
す
。
う
ち
は
家
族
で
電
車
に
乗

る
時
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
る
の
は
ベ
ビ
ー

カ
ー
と
大
人
１
人
だ
け
に
し
て
、
他
の
家
族

は
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
利
用
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
こ
う
す
れ
ば
、
皆
が
も
う
少
し

ス
ム
ー
ズ
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
れ
る
よ
う

に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
他
に
も
電
車
の
利
用
に
あ
た
っ
て
、
気

に
し
て
い
る
こ
と
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

下
地
　
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
電
車
は
避
け
て
い
ま

す
。
普
段
ほ
と
ん
ど
乗
る
機
会
も
な
い
の
で

す
が
、
怖
く
て
乗
れ
な
い
で
す
。
遠
出
を
す

る
時
な
ど
、
朝
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
当
た
り
そ
う

な
場
合
は
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
り
し
ま

す
。

早
川
　
ど
う
し
て
も
混
ん
で
い
る
時
間
に
電

車
に
乗
る
必
要
が
あ
る
時
は
、
ベ
ビ
ー
カ
ー

は
止
め
て
抱
っ
こ
紐
に
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

幸
福
　
ベ
ビ
ー
カ
ー
に
は
気
を
使
い
ま
す
。

新
宿
駅
な
ど
で
は
、
皆
が
一
斉
に
乗
り
降
り

す
る
の
で
ベ
ビ
ー
カ
ー
は
身
動
き
が
取
れ
な

く
な
り
ま
す
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
探
し
な
が

ら
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押
し
て
い
る
と
、
人
の
流

れ
の
邪
魔
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
で
き
る

だ
け
端
を
歩
く
の
で
す
が
、
ホ
ー
ム
が
狭
い

と
脱
輪
が
怖
い
で
す
。

で
、
子
ど
も
同
士
が
仲
良
く
な
っ
た
り
、
親

同
士
が
ね
ぎ
ら
い
合
え
た
り
す
る
雰
囲
気
が

い
い
で
す
ね
。
あ
と
、
経
堂
駅
は
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
広
い
の
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。
待

つ
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。「
こ
う

な
っ
た
ら
い
い
な
」
と
い
う
の
は
、
ホ
ー
ム

ア
ナ
ウ
ン
ス
の
音
量
で
し
ょ
う
か
。
目
的
地

に
つ
く
ま
で
、
子
ど
も
に
は
で
き
る
だ
け
寝

て
い
て
ほ
し
い
の
で
す
が
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

大
き
く
て
起
き
ち
ゃ
う
こ
と
が
あ
っ
て
。
ア

ナ
ウ
ン
ス
の
音
量
が
低
め
の
場
所
が
あ
っ
た

ら
い
い
で
す
ね
。

早
川
　
皆
さ
ん
と
同
じ
で
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
広
さ
や
位
置
は
困
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

改
善
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
た
だ
、
小

―
―
「
助
か
る
な
」
と
感
じ
る
鉄
道
会
社
の

工
夫
、
ま
た
「
こ
う
な
っ
て
ほ
し
い
な
」
と

思
う
点
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

鈴
木
　
小
田
急
線
や
京
王
線
に
は
ベ
ビ
ー

カ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
あ
る
車
両
が
あ
る
の
が
助

か
り
ま
す
。
子
ど
も
は
じ
っ
と
し
て
い
な
い

し
、
騒
い
で
し
ま
う
と
心
苦
し
く
な
り
ま

す
。
ベ
ビ
ー
カ
ー
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
と
、
子

ど
も
を
連
れ
た
利
用
を
受
け
入
れ
て
も
ら
っ

て
い
る
気
が
し
ま
す
。
ベ
ビ
ー
カ
ー
ス
ペ
ー

ス
の
設
定
が
広
が
っ
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
で

す
。
あ
と
は
、
や
は
り
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
広

さ
と
数
で
し
ょ
う
か
。

伊
藤
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
増
設
等
は
設
備
投

資
に
な
る
の
で
、
な
か
な
か
難
し
い
で
し
ょ

う
け
れ
ど
、
駅
改
修
等
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
対

応
し
て
も
ら
え
る
と
い
い
で
す
ね
。
日
常
的

に
使
っ
て
い
る
小
田
急
線
に
つ
い
て
言
う

と
、
3
号
車
が
「
子
育
て
応
援
車
」
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ベ
ビ
ー
カ
ー
や
赤
ち
ゃ
ん
の
泣

き
声
な
ど
へ
の
理
解
を
促
す
ス
テ
ッ
カ
ー
が

貼
っ
て
あ
る
車
両
で
す
が
、
誰
で
も
利
用
可

能
で
す
。
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は
こ
の
車
両
も
当

然
通
勤
通
学
客
で
一
杯
に
な
り
ま
す
。
ラ
ッ

シ
ュ
時
で
あ
っ
て
も
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
電
車
を

利
用
す
る
必
要
が
あ
る
方
も
少
な
く
な
い
と

思
う
の
で
、
時
間
帯
に
応
じ
て
対
象
車
両
を

増
や
す
よ
う
な
運
用
を
し
て
い
た
だ
け
る

と
、
助
か
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

幸
福
　
小
田
急
線
の
「
子
育
て
応
援
車
」

は
、
子
連
れ
が
乗
っ
て
く
る
こ
と
が
多
い
の

田
急
線
の
場
合
、
ホ
ー
ム
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
ど
の
駅
で
も
ほ
ぼ
同
じ
位
置
に
あ
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
降
り
て
一

番
近
い
車
両
に
乗
る
と
、
降
り
た
ホ
ー
ム
で

も
近
く
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
る
ん
で
す
。

そ
れ
は
本
当
に
助
か
っ
て
い
る
の
で
、
も
っ

と
広
ま
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

下
地
　
小
田
急
線
は
、
ど
の
改
札
を
通
っ
て

も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
ほ
と
ん
ど
あ
る
の
が
助

か
っ
て
い
ま
す
。
他
の
路
線
で
も
各
改
札
に

あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
あ
と
は
、

ラ
ッ
シ
ュ
時
で
も
気
兼
ね
な
く
安
全
に
子
ど

も
と
一
緒
に
電
車
に
乗
れ
る
よ
う
に
な
る
と

い
い
で
す
ね
。

「
子
ど
も
と
一
緒
の
時
に
も
気
兼
ね
な
く
電
車
に
乗
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
」

「せたがや子育てネット」とは

　「せたがや子育てネット」は子どもを中心に皆が協
力し合える街・社会の実現を目指し、2004 年に設立
した NPO 法人です。親子の居場所「おでかけひろ
ば」や子育て相談窓口などを運営しています。
　設立から 20 年以上になりますが、最近は「自分で頑
張りなさい」といった雰囲気、完璧を求める雰囲気が
強まっているように感じます。子育てには厳しい環境
です。子育ても、親がすべてを担わなくてはと気負わ
ないことが大切です。頼る先を持つことが、いろんな

人にとって子どもへの理解につ
ながり、子どもにとってはセー
フティネットとなります。
　今、電車に乗る時、ベビー
カーだと遠慮して最後に乗ると
いう人も多いようですが、子ど
も（ベビーカー）を最初に乗せ
てくれる社会になったらいいな
と思います。そして、ベビー
カーに限らず、その時その場所
で一番大変な人に手を貸すのが
当たり前な社会になっていって
ほしいと願って活動しています。

NPO 法人　 
せたがや子育てネット 
代表理事

松田妙子
Taeko MATSUDA
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大
阪
府
の
北
部
を
走
る
北
大
阪
急
行
電
鉄

（
北
急
）
南
北
線
は
、
大
阪
市
高
速
電
気
軌

道
（O

saka M
etro

）
御
堂
筋
線
と
の
相
互

直
通
運
転
に
よ
り
、
江え

坂さ
か

駅
か
ら
御
堂
筋
線

の
新
大
阪
・
梅
田
・
な
ん
ば
・
天
王
寺
駅
と

い
っ
た
主
要
駅
を
通
り
、
な
か
も
ず
駅
ま
で

乗
り
入
れ
る
路
線
だ
。

北
大
阪
急
行
は
、
長
ら
く
江
坂
駅
～
千
里

中
央
駅
間
を
結
ぶ
５
・
９
㎞
の
路
線
だ
っ
た
が
、

２
０
２
４
年
３
月
23
日
、
千
里
中
央
駅
か
ら

北
部
へ
さ
ら
に
延
伸
し
、
江
坂
駅
～
箕み

の

面お

萱か
や

野の

駅
を
結
ぶ
８
・
４
㎞
の
路
線
と
な
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
延
伸
に
よ
り
「
箕み

の

面お

船せ
ん

場ば

阪は
ん

大だ
い

前ま
え

駅
」
と
「
箕
面
萱
野
駅
」
と
い
う
２
つ

の
新
駅
が
設
置
さ
れ
、
箕
面
市
内
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
格
段
に
し
や
す
く
な
っ
た
。

２
つ
の
新
駅
が
あ
る
箕
面
市
は
、
大
阪
府

北
部
に
位
置
し
、
自
然
豊
か
な
環
境
と
発
展

し
た
住
宅
地
を
併
せ
持
つ
エ
リ
ア
だ
。
10
キ

ロ
圏
に
大
阪
空
港
、
新
大
阪
駅
、
高
速
道
路

（
名
神
高
速
、
中
国
道
、
近
畿
道
）
が
あ
り
、

自
動
車
で
の
交
通
利
便
性
は
も
と
も
と
高

い
。
し
か
し
、
成
熟
し
た
市
街
地
で
あ
り
な

が
ら
も
公
共
交
通
の
利
便
性
が
低
い
と
い
う

課
題
を
抱
え
て
い
た
。

ま
た
箕
面
市
に
は
、
紅
葉
の
名
所
「
明
治

の
森
箕
面
国
定
公
園
（
以
下
、
箕
面
公
園
）」

や
、
そ
の
公
園
内
に
あ
り
「
日
本
の
滝
１
０

０
選
」「
日
本
百
景
」
に
選
定
さ
れ
た
、
落

差
33
ｍ
の
「
箕
面
大
滝
」
な
ど
、
豊
か
な
自

然
美
が
四
季
折
々
の
表
情
を
見
せ
る
観
光
ス

ポ
ッ
ト
が
数
多
く
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ス
ポ
ッ

２
０
２
４
年
春
、
延
伸
と
新
駅
開
業

取材・文●清水友樹　取材・文●清水友樹　撮影◉加藤有紀撮影◉加藤有紀

2024年３月、北大阪急行電鉄の南北線が箕面萱野駅まで延伸し、2024年３月、北大阪急行電鉄の南北線が箕面萱野駅まで延伸し、

大阪府北部の長らく鉄道がなかったエリアに新しい風が吹いた。大阪府北部の長らく鉄道がなかったエリアに新しい風が吹いた。

「箕面船場阪大前駅」と「箕面萱野駅」という２つの新駅誕生によって、「箕面船場阪大前駅」と「箕面萱野駅」という２つの新駅誕生によって、

周辺エリアはどう変わっていくのか。周辺エリアはどう変わっていくのか。

延伸で広がる延伸で広がる
北大阪エリアの北大阪エリアの
新たな魅力新たな魅力

北
大
阪
急
行
電
鉄
株
式
会
社

北
大
阪
急
行
電
鉄
株
式
会
社
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ト
へ
の
公
共
交
通
を
使
っ
て
の
観
光
客
の
ア

ク
セ
ス
性
の
向
上
も
課
題
と
さ
れ
て
い
た
。

「
延
伸
し
た
エ
リ
ア
は
、
市
街
地
と
し
て

す
で
に
整
備
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
鉄
道
が

通
っ
て
い
な
い
〝
鉄
道
空
白
地
帯
〟
で
あ

り
、
延
伸
は
地
元
・
箕
面
市
の
50
年
来
の
悲

願
で
も
あ
り
ま
し
た
」
と
語
る
の
は
、
延
伸

事
業
に
約
10
年
関
わ
っ
て
き
た
北
大
阪
急
行

電
鉄
株
式
会
社
鉄
道
事
業
部
施
設
課
の
木
村

哲
也
調
査
役
だ
。「
都
心
部
か
ら
離
れ
た
郊

外
の
路
線
で
す
の
で
、
採
算
面
に
は
課
題
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
箕
面
市
の
延
伸
に

対
す
る
熱
意
も
あ
っ
て
、
計
画
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」（
同
調
査
役
）。

地
元
の
延
伸
へ
の
熱
意
が
初
め
て
国
に
届

い
た
の
は
、
１
９
８
９
年
の
運
輸
政
策
審
議

会
答
申
第
10
号
で
あ
る
。「
２
０
０
５
年
ま

で
に
整
備
に
着
手
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る

区
間
」
と
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
箕
面
市
と

大
阪
府
は
延
伸
計
画
の
調
査
や
検
討
を
開

悲
願
の
延
伸
計
画
実
現
ま
で

始
。
計
画
は
次
第
に
現
実
味
を
帯
び
て
き

た
。
し
か
し
、
１
９
９
０
年
代
に
入
る
と
バ

ブ
ル
崩
壊
後
の
不
況
も
あ
り
、
全
国
的
に
鉄

道
整
備
計
画
が
停
滞
し
た
。
こ
の
計
画
も
例

外
で
は
な
く
、
具
体
的
な
進
展
を
見
な
い
ま

ま
時
が
過
ぎ
た
。

し
か
し
２
０
０
３
年
10
月
、
現
在
の
箕
面

萱
野
駅
周
辺
の
「
箕
面
新
都
心
」（
か
や
の

中
央
）
が
ま
ち
び
ら
き
を
す
る
。
大
規
模
商

業
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
、
多
く
の
人
が
訪
れ

る
よ
う
に
な
る
と
、
延
伸
待
望
の
声
は
再
び

高
ま
り
を
見
せ
る
。
そ
し
て
、
２
０
１
５
年

に
は
国
土
交
通
省
が
正
式
に
事
業
を
許
可
お

よ
び
特
許
。
こ
れ
を
受
け
、
２
０
１
７
年
に

着
工
に
至
る
こ
と
と
な
っ
た
。
最
大
の
ネ
ッ

ク
は
、
延
伸
事
業
に
か
か
る
巨
額
の
費
用

だ
っ
た
が
、
国
、
大
阪
府
、
箕
面
市
、
北
急

が
緊
密
な
協
力
を
し
な
が
ら
、
事
業
費
約
８

７
４
億
円
を
手
当
て
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
般
的
に
、
ま
ち
づ
く
り
は
新
線
開
業
後

生
活
利
便
性
も
向
上

に
本
格
化
す
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
北

急
の
延
伸
エ
リ
ア
周
辺
で
は
、
先
述
の
通
り

新
線
開
業
に
先
ん
じ
て
ま
ち
づ
く
り
が
進
め

ら
れ
て
き
た
。

２
０
０
３
年
に
ま
ち
び
ら
き
し
た
「
箕
面

新
都
心
」
の
ほ
か
、
延
伸
開
業
前
の
２
０
２

１
年
4
月
に
は
、
大
阪
大
学
外
国
語
学
部
が

新
駅
の
箕
面
船
場
阪
大
前
駅
の
駅
前
に
移
転

し
て
き
た
ほ
か
、
箕
面
市
立
文
化
芸
能
劇
場
、

箕
面
市
立
船
場
図
書
館
な
ど
の
公
共
施
設
も

駅
前
に
建
設
さ
れ
た
。

延
伸
エ
リ
ア
は
若
い
世
代
や
フ
ァ
ミ
リ
ー

層
に
と
っ
て
「
住
み
や
す
い
エ
リ
ア
」「
住

み
た
い
エ
リ
ア
」
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

同
社
鉄
道
事
業
部
の
山
内
真
紀
業
務
課
長

は
、
延
伸
エ
リ
ア
に
つ
い
て
「
大
阪
市
中
心

部
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
よ
く
、
緑
の
多
い
魅
力

的
な
ま
ち
で
す
。
延
伸
に
よ
り
、
子
育
て
世

代
や
転
勤
族
の
方
に
ま
す
ま
す
選
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

２
０
２
４
年
３
月
に
発
表
さ
れ
た
「
地
価

公
示
」
に
よ
る
と
、
大
阪
府
で
地
価
上
昇
率

が
最
も
高
か
っ
た
の
は
箕
面
船
場
阪
大
前
駅

近
く
の
箕
面
市
船
場
西
１
丁
目
20
番
９
（
上

昇
率
８
・
７
％
）、
２
位
も
箕
面
萱
野
駅
近

く
の
箕
面
市
今
宮
４
丁
目
１
番
12
（
同
８
・

７
％
）
だ
っ
た
。

子
育
て
世
代
を
惹
き
つ
け
る
大
き
な
要
因

は
、
新
大
阪
駅
か
ら
わ
ず
か
20
分
弱
と
い
う

立
地
の
良
さ
だ
け
で
は
な
い
。

箕
面
市
は
「
子
育
て
し
や
す
さ
日
本
一
」

を
掲
げ
、
高
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
助
成
を

は
じ
め
と
す
る
手
厚
い
子
育
て
支
援
を
行
う

な
ど
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
子
育
て
支
援

を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
も
沿
線
の
魅
力
度
向

上
に
一
役
買
っ
て
い
る
。

実
際
、
箕
面
市
は
府
内
で
最
も
人
口
増
加

率
の
高
い
自
治
体
の
一
つ
で
、
２
０
０
８
年

ま
で
横
ば
い
傾
向
だ
っ
た
人
口
（
約
12
万
７

０
０
０
人
）
は
、
２
０
２
４
年
12
月
末
時
点

で
13
万
９
４
７
４
人
ま
で
増
加
し
て
い
る
。

延
伸
効
果
も
あ
り
、
人
口
は
今
後
も
増
加
す

る
見
込
み
だ
。

さ
ら
に
、「
延
伸
効
果
で
箕
面
萱
野
駅
か

ら
出
て
い
る
バ
ス
で
箕
面
市
内
の
観
光
地
を

訪
れ
る
外
国
人
旅
行
客
も
増
え
て
い
ま
す
」

と
山
内
課
長
が
言
う
よ
う
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
需
要
の
増
加
も
期
待
で
き
そ
う
だ
。

箕
面
市
は
、
鉄
道
空
白
地
帯
だ
っ
た
過
去

や
地
理
的
な
特
性
が
影
響
し
て
自
動
車
分
担

率
が
高
い
。
こ
れ
を
下
げ
る
の
は
箕
面
市
の

大
き
な
課
題
で
あ
る
。

「
昨
今
、
高
齢
者
に
よ
る
免
許
返
納
が
話

高
齢
者
も
住
み
や
す
い
ま
ち
へ

箕面萱野

箕面船場阪大前

延
伸
区
間

千里中央

桃山台

緑地公園

江坂

箕面市北部エリアの緑豊かな山々を
望む箕面萱野駅のホーム。
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題
に
上
り
ま
す
が
免
許
返
納
を
促
す
の
な

ら
、
鉄
道
や
バ
ス
と
い
っ
た
公
共
交
通
の
充

実
が
な
け
れ
ば
、
高
齢
者
は
生
活
に
必
要
な

買
い
物
や
通
院
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
箕

面
市
で
も
自
動
車
分
担
率
を
下
げ
る
こ
と
は

長
年
の
課
題
で
す
が
、
延
伸
は
こ
の
課
題
解

決
の
切
り
札
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
」

（
木
村
調
査
役
）

市
内
を
走
る
国
道
４
２
３
号
（
新
御
堂

筋
）、
国
道
１
７
１
号
の
慢
性
的
な
渋
滞
、

多
く
の
観
光
客
が
自
家
用
車
で
訪
れ
る
こ
と

に
起
因
す
る
箕
面
公
園
周
辺
の
渋
滞
や
駐
車

場
不
足
な
ど
も
課
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
も
自
動
車
分
担
率
が
低
下
す
る
こ
と
で
解

決
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
箕
面
市
が
推
進
す

る
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
」
も
、
自
動

車
分
担
率
を
下
げ
る
取
り
組
み
と
連
動
し
て

い
る
。
無
秩
序
な
都
市
拡
大
を
抑
制
し
、
効

率
的
な
都
市
設
計
を
目
指
す
な
か
で
、
鉄
道

駅
を
拠
点
と
し
た
バ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
し
、
公
共
交
通
を
中
心
と
し
た
都
市
構
造

に
す
れ
ば
、
限
ら
れ
た
土
地
の
効
率
的
な
活

用
が
可
能
に
な
る
。

こ
こ
で
北
急
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み

た
い
。
１
９
７
０
年
２
月
に
運
輸
営
業
を

始
め
た
北
急
は
、
大
阪
市
営
地
下
鉄
（
現
・

O
saka M

etro
）
に
よ
る
御
堂
筋
線
の
北
部

延
伸
計
画
の
一
環
と
し
て
建
設
さ
れ
た
。

開
業
当
時
、
北
急
に
は
現
在
も
営
業
を
続

け
る
「
南
北
線
」
の
ほ
か
に
、
現
在
の
桃
山

台
駅
の
北
か
ら
分
岐
し
、
万
国
博
中
央
口
駅

万
博
と
北
急
の
歴
史

ま
で
を
結
ぶ
「
会
場
線
」（
東
西
線
、
万
博

線
と
も
呼
ば
れ
た
）
が
あ
っ
た
。

会
場
線
は
、
１
９
７
０
年
３
月
15
日
か
ら

９
月
13
日
ま
で
の
１
８
３
日
間
の
日
程
で
開

催
さ
れ
た
日
本
万
国
博
覧
会
（
通
称

：

大
阪

万
博
）へ
の
輸
送
の
た
め
の
期
間
限
定
路
線

で
、
世
界
中
か
ら
訪
れ
た
人
を
会
場
に
運
び
、

万
博
の
成
功
を
支
え
た
。
万
博
が
終
了
し
役

目
を
終
え
た
会
場
線
は
、
閉
会
翌
日
の
９
月

14
日
に
廃
止
さ
れ
た
が
、
そ
れ
か
ら
半
世
紀

以
上
の
時
を
経
て
、
２
０
２
５
年
４
月
13
日

に
開
幕
す
る
「
大
阪
・
関
西
万
博
」
を
前
に

南
北
線
が
延
伸
し
た
。北
急
は
来
る
大
阪
・

関
西
万
博
に
向
け
、
旧
会
場
線
の
ト
ン
ネ
ル

を
報
道
関
係
者
に
公
開
す
る
な
ど
、
万
博
の

機
運
を
高
め
る
活
動
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ

う
し
て
振
り
返
る
と
、実
に
万
博
に
縁
深
い
路

線
だ
と
わ
か
る
。

「
桃
山
台
駅
を
過
ぎ
て
ト
ン
ネ
ル
に
入
る

と
、
途
中
で
ト
ン
ネ
ル
が
二
つ
に
分
か
れ
る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
は
、
か
つ
て
の

会
場
線
の
分
岐
部
な
ん
で
す
よ
」

緑
豊
か
な
山
々
を
望
む
新
駅

❶北大阪急行電鉄の本社ビルがある緑地公園駅の付近。木々に囲まれた落ち着いた散歩コースが続く。❷左右
に国道が通る南北線。集電は「第三軌条」からのため架線が無い。❸会場線の分岐部。千里中央駅のホーム
南端までは約 500 メートルに位置する。／提供：北大阪急行電鉄　❹❺「繊維のまち」「新しいまち」をテー
マに各所に意匠が凝らされた箕面船場阪大前駅のホームと改札。❻延伸線開業に合わせ、約 30 年ぶりにデザ
イン変更した駅名看板。車両に使用している色調をベースにするとともに、御堂筋線の赤色をアクセントに取
り入れて「北急らしさ」を表現している。❼改札を出た先には、エスカレーターがある開放的な空間が続く。

❶

❷❸

❹

❺

❻❼

鉄道事業部　 
施設課 調査役

木村 哲也
Tetsuya KIMURA
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取
材
中
、
そ
う
木
村
調
査
役
が
教
え
て
く

れ
た
の
で
、
本
社
ビ
ル
を
出
た
後
、
ビ
ル
に

隣
接
す
る
緑
地
公
園
駅
か
ら
南
北
線
の
先
頭

車
両
に
乗
り
込
ん
だ
。

線
路
は
新
御
堂
筋
（
国
道
４
２
３
号
）
沿

い
に
北
へ
と
進
ん
で
い
く
。
隣
の
桃
山
台
駅

を
過
ぎ
て
し
ば
ら
く
す
る
と
ト
ン
ネ
ル
に
入

る
。
車
窓
の
外
が
暗
く
な
り
、
車
内
に
は
線

路
の
音
が
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
響
く
。
進
行
方
向

の
右
に
目
を
凝
ら
す
と
、
先
ほ
ど
話
に
聞
い

た
会
場
線
の
分
岐
部
が
見
え
て
き
た
。
す
で

に
線
路
は
取
り
除
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
先

に
あ
っ
た
大
阪
万
博
の
会
場
へ
と
続
く
会
場

線
が
あ
っ
た
こ
と
に
思
い
馳
せ
、
一
瞬
の
ノ

ス
タ
ル
ジ
ー
に
浸
る
こ
と
が
で
き
た
。

分
岐
部
を
通
過
し
、
車
両
は
延
伸
以
前
の

終
点
で
あ
る
千
里
中
央
駅
に
滑
り
こ
む
。
千

里
中
央
駅
を
出
発
す
る
と
、
ほ
ど
な
く
し
て

箕
面
船
場
阪
大
前
駅
に
到
着
。
こ
こ
で
途
中

下
車
し
た
。

改
札
を
出
て
、
長
い
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で

地
上
ま
で
上
が
る
と
、
目
の
前
に
箕
面
市
立

文
化
芸
能
劇
場
の
モ
ダ
ン
な
建
築
が
立
っ
て

い
る
。
そ
の
向
か
い
で
は
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

の
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
美
し
く

整
備
さ
れ
た
歩
行
者
デ
ッ
キ
を
２
分
ほ
ど
歩

く
と
、
大
阪
大
学
箕
面
キ
ャ
ン
パ
ス
が
現
れ

学
生
た
ち
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

再
び
南
北
線
に
乗
り
、
終
点
の
箕
面
萱
野

駅
を
目
指
す
。
車
両
が
箕
面
船
場
阪
大
前
駅

を
発
車
し
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、
急
に
明

る
く
な
っ
た
。
車
窓
の
先
の
美
し
い
山
々
に

思
わ
ず
「
あ
っ
」
と
心
の
中
で
声
を
上
げ
る

と
、
ほ
ど
な
く
し
て
到
着
し
た
。
ホ
ー
ム
に

降
り
立
つ
と
大
阪
市
中
心
部
に
は
な
い
解
放

感
が
心
地
良
い
。

ホ
ー
ム
階
（
２
Ｆ
）
か
ら
１
Ｆ
に
下
り
る

と
、
駅
前
に
は
広
々
と
し
た
ロ
ー
タ
リ
ー
が

あ
り
、
周
辺
に
は
整
備
さ
れ
た
歩
道
や
植
栽

が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
人
工
芝
が
敷
か
れ
た

広
場
で
は
、
青
空
の
下
で
子
ど
も
た
ち
が
走

り
回
り
、
大
人
た
ち
は
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
談

笑
し
て
寛
い
で
い
る
。「
こ
こ
に
住
み
た
い
」

と
考
え
る
人
が
増
え
て
い
る
の
も
納
得
だ
。

駅
を
出
て
み
る
と
、
街
路
樹
が
並
ぶ
道
が

続
く
。
商
業
施
設
と
住
宅
地
が
調
和
し
た
街

並
み
か
ら
「
新
し
さ
」
と
「
住
み
や
す
さ
」

を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

駅
に
戻
り
、
駅
直
結
の
複
合
型
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
『
み
の
お
キ
ュ
ー
ズ
モ
ー

ル
』
へ
。
こ
こ
は
地
域
住
民
だ
け
で
な
く
、

観
光
客
も
訪
れ
る
賑
わ
い
の
場
と
な
っ
て
い

た
。
近
代
的
で
便
利
な
生
活
環
境
の
す
ぐ
そ

ば
に
豊
か
な
自
然
が
あ
る
の
は
、
こ
の
駅
の

大
き
な
魅
力
だ
ろ
う
。

万
博
を
訪
れ
た
な
ら
、
北
急
に
乗
り
、
箕

面
市
に
も
足
を
延
ば
し
、
こ
の
心
地
良
い
空

気
を
感
じ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

❽箕面萱野駅のプラットホームはデザイン性の高い膜屋根が採用され、温かみのある雰囲気。❾駅前のロータリー。❿
ロータリーに隣接し、イベントなども行われる箕面萱野駅前の『箕面市立かやの広場』。⓫『みのおキューズモール』から
箕面萱野駅のホーム階を見た様子。⓬箕面萱野駅からバスで向かうことができる観光名所・箕面大滝。⓭『みのおキュー
ズモール』で、お土産を物色。箕面市で醸造されているという『箕面ビール』を購入した。⓮始発駅の江坂駅に戻る。こ
の駅では北急と Osaka Metro の乗務員交代が行われる。

⓫

⓬⓭⓮

❾

❿

鉄道事業部 業務課長

山内 真紀
Maki YAMAUCHI

❽
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第１８回「私とみんてつ」小学生新聞コンクール
表彰作品・学校が決定し、表彰式を実施しました！

鉄道の環境優位性の理解促進に向けた
PRポスターを掲出しています

　日本民営鉄道協会では、2024 年 7 月 1 日から 9 月 30 日まで、新聞作成を通じて子供たちに鉄道に対する関心と理解を
深めてもらうことを目的に、第 18 回「私とみんてつ」小学生新聞コンクールを実施しました。（後援：文部科学省、国土交通省、
全国小学校社会科研究協議会）
今回は、3,240 点（応募児童数 3,279 名）の作品の中から厳正な審査を経て、和歌山県 和歌山市立伏虎義務教育学校 6
年生の引網 惟斗（ひきあみ いと）さんの作品「南海電鉄新聞」が個人部門の最優秀作品賞（文部科学大臣賞）に、大阪府 
河内長野市立加賀田小学校が学校部門の最優秀学校賞（国土交通大臣賞）に選ばれました。
　厳かな雰囲気の中、2025 年 1 月 11 日（土）に大手町プレイスホール & カンファ
レンスにて表彰式が行われました。

（詳細は https://www.mintetsu.or.jp/newspaper_contest/ にて。）

環境にやさしい鉄道への理解促進を図るため、日本民営鉄道協会・JR グループ・日本地下鉄協

会が連携し、共通ロゴマーク「Switchi! SUSTAINABLE TRAIN」のデザインを中心にあしらったポ

スターによる告知を展開しています。

この取り組みは、2023 年度、JR グループと日本民営鉄道協会が、鉄道の環境優位性の PR 強

化に向けたコンセプトを策定し、共通ロゴマークとスローガンを定めてポスターによる告知展開を

行ったことに始まり、2024 年度は、新たに日本地下鉄協会も参画して、３者による連名で実施

するもので、３者の構成各社の各駅などでポスターを掲出しています。

【コンクール概要】
1. 名　　称　
	 第 18回「私とみんてつ」小学生新聞コンクール
2. 主　　催　
	 一般社団法人	日本民営鉄道協会
3. 後　　援　
	 文部科学省　国土交通省　
	 全国小学校社会科研究協議会
4. 協　　賛　
	 公益財団法人	交通エコロジー・モビリティ財団
	 図書印刷株式会社
5. 募集期間　
	 2024 年 7月 1日（月）〜
	 9月 30日（月）
6. 募集対象　
	 全国の小学生（全学年）
7. 応募結果　
	 応募作品数：3,240作品
	 （応募児童数：3,279 名）

1

2

最優秀作品賞（文部科学大臣賞）
「南海電鉄新聞」

和歌山県	和歌山市立伏虎義務教育学校 6年生
引網	惟斗（ひきあみ	いと）さんの作品

表彰式の様子

Mintetsu Information
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「地方民鉄フォトコンテスト ２０２４」を開催しました！
　日本民営鉄道協会では、2024 年 7 月 20 日から 12 月 1 日まで、協会に加盟す
る地方民鉄 57 社の利用促進・活性化を目的に、『地方民鉄フォトコンテスト 2024』
を開催しました。
　4 回目の開催となる本コンテストでは、従来の X での応募に加え、新たに WEB
フォームによる募集も行い、昨年の 2,654 件を大幅に上回る、5,667 件のご応募
をいただきましたが、厳正なる審査の結果、以下のとおり、受賞作品が決定しました。
　（大賞など、一部の受賞作品のみ掲載。詳細は、フォトコンテスト
公式ホームページ（https://mintetsuphoto.jp にて。）

鉄道を利用してカーボンニュートラル実践を促す動画を公開中！
〜旅行に行くカップルに村井美樹さんがドラマ仕立てで優しくレクチャー〜

日本民営鉄道協会では、 環境にやさしい鉄道の利用
促進を目的として、 鉄道の環境優位性を PR する動画
を公開しています。

鉄道は、 エネルギー効率に優れており、 自動車等の
他の交通手段と比べて CO2 排出量が少ない環境にやさ
しい乗り物です。 このため、 移動に当たって、 鉄道を
利用していただくことが、 CO2 排出量の削減及びカーボ
ンニュートラル社会の実現のための近道です。

鉄道の環境優位性を PR する本動画は全 4 話からな
り、 若いカップルが休日に旅行する内容のドラマ仕立て
で、計画、移動、現地観光へとストーリーが展開します。
そして、 二人の話題に寄り添うようにして、 鉄道を応
援する俳優 / タレントの村井美樹さんが登場、 鉄道を
移動手段として選択することが、 カーボンニュートラル実
現への近道につながることを優しくレクチャーしていきます。

詳細は右記のとおりです。

○公開方法　日本民営鉄道協会公式ホームページ内
　（YouTube 動画サイトにリンクしています）
　https://www.mintetsu.or.jp/eco/index.html

○公開内容
　【村井美樹さんと学ぶ】「鉄道で目指すカーボンニュートラル」〜旅行編〜
第１話　渋滞なし、駐車場待ちなしの「鉄道旅」
第２話　ゆったり、気ままに、環境に優しい「鉄道旅」
第３話　カーボンニュートラル実現への近道「鉄道旅」
第４話　時間まで目いっぱい観光地を満喫できる「鉄道旅」

3

4

■特別賞

■大賞 TOMO	# 伊予鉄道

はこなん行き	
#伊豆箱根鉄道

■プロカメラマン賞

■タレント賞

岩渕	蒼生	#弘南鉄道

中村	哲也（てっぴー）
#豊橋鉄道

櫟原	良三
#三岐鉄道

@sss87005532
#広島電鉄

西	正幸	#叡山電鉄 すたーらいと	#岡山電気軌道　

（協会ＨＰ内のバナー）
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２
０
２
５
年
３
月
、
数
年
の
大
工
事
を
経
て
新

し
い
広
島
駅
ビ
ル
が
開
業
。
新
駅
ビ
ル
に
は

商
業
施
設
や
ホ
テ
ル
も
入
る
。
そ
し
て
夏
に
は
、
広

島
電
鉄
・
広
島
駅
電
停
を
発
着
す
る
路
面
電
車
は
、

新
駅
ビ
ル
の
２
階
に
高
架
に
な
っ
て
乗
り
入
れ
る
。

新
駅
ビ
ル
開
業
　
お
別
れ
の
景
色
も
…
…

工
事
幕
が
す
っ
か
り
外
れ
、
あ
と
は
開
業
を
待
つ

ば
か
り
と
い
っ
た
印
象
の
新
駅
ビ
ル
。
そ
の
ビ
ル
の

足
元
付
近
で
ま
だ
ま
だ
絶
賛
工
事
中
な
の
が
、
新
駅

ビ
ル
の
２
階
に
広
島
駅
電
停
を
移
す
こ
と
に
伴
う
、

高
架
工
事
。
ビ
ル
開
業
か
ら
少
し
遅
れ
た
夏
頃
の
完

成
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
か
ら
、
そ
ろ
そ
ろ
ラ
ス

ト
ス
パ
ー
ト
に
入
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。

現
行
の
広
島
駅
電
停
は
、
工
事
中
の
高
架
の
下
辺

り
で
運
用
中
。
路
面
電
車
の
区
間
距
離
は
短
く
、
目

で
見
え
る
ほ
ど
の
距
離
に
次
の
電
停
・
猿え

ん

猴こ
う

橋ば
し

町
ち
ょ
う

電
停
が
あ
る
。
こ
の
猿
猴
橋
町
電
停
は
、
高
架
工
事

が
終
わ
り
、
新
し
い
広
島
駅
電
停
の
運
用
が
開
始
さ

れ
た
ら
、
廃
止
に
な
る
。

次
に
広
島
に
来
る
時
に
は
、
路
面
電
車
が
駅
ビ
ル

２
階
に
滑
り
込
ん
で
い
く
姿
が
見
ら
れ
る
ん
だ
な
と

思
い
な
が
ら
、
そ
の
時
に
は
も
う
な
く
な
っ
て
い
る

電
停
と
そ
の
道
を
走
る
電
車
を
見
る
。
楽
し
み
だ
け

ど
、
ち
ょ
っ
と
せ
つ
な
い
。
せ
っ
か
く
な
の
で
、
猿

猴
橋
町
電
停
か
ら
乗
車
。

路
面
電
車
ら
し
く
赤
信
号
に
止
め
ら
れ
つ
つ
、

ゆ
っ
く
り
広
島
市
内
を
走
る
。
原
爆
ド
ー
ム
前
電
停

を
過
ぎ
る
と
、
観
光
客
ら
し
い
乗
客
の
姿
が
減
り
、

車
窓
の
景
色
は
繁
華
街
か
ら
住
宅
街
に
変
わ
っ
て
い

く
。
そ
れ
で
も
車
内
は
常
に
ほ
ぼ
満
席
。
住
民
の
移

動
手
段
と
し
て
街
に
根
付
い
て
い
る
の
が
分
か
る
。

ガ
タ
ゴ
ト
揺
ら
れ
る
こ
と
約
40
分
、
広
電
西
広
島

電
停
に
到
着
。
路
面
電
車
は
こ
こ
で
お
し
ま
い
。
乗

り
換
え
の
必
要
は
な
い
け
れ
ど
、
こ
こ
か
ら
広
電
宮

島
口
駅
ま
で
を
結
ぶ
宮
島
線
は
、
路
面
電
車
で
は
な

く
鉄
道
路
線
。
電
車
は
車
道
で
は
な
く
専
用
の
線
路

を
走
る
。
赤
信
号
に
止
ま
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
せ

い
か
、
電
車
は
一
気
に
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
。

川
な
の
に
潮
が
満
ち
引
き
？

２
０
２
２
年
に
開
業
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
宮
島

線
。
車
窓
に
は
マ
ン
シ
ョ
ン
や
戸
建
て
住
宅
が
立
ち

並
び
、
駅
の
近
く
に
は
個
人
商
店
や
複
合
商
業
施

設
、
市
役
所
や
病
院
も
あ
る
。
ま
さ
に
地
域
密
着
型

の
「
生
活
沿
線
」
だ
。

途
中
下
車
す
る
の
に
選
ん
だ
駅
は
修

し
ゅ
う

大だ
い

協
き
ょ
う

創そ
う

中
ち
ゅ
う

高こ
う

前ま
え

駅
。
駅
近
く
を
流
れ
る
八
幡
川
の
鉄
橋
は
、
電

車
が
水
面
を
走
る
よ
う
に
見
え
る
お
勧
め
の
撮
影
ス

ポ
ッ
ト
だ
と
い
う
。
住
宅
街
の
狭
い
道
を
通
り
抜
け
、

川
べ
り
に
た
ど
り
着
き
鉄
橋
を
見
る
と
、
川
が
、
な

い
？　

電
車
が
来
た
の
で
写
真
を
撮
っ
て
み
る
も
、

水
面
と
呼
べ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
。

「
い
い
写
真
撮
れ
た
？
」。
声
を
か
け
て
く
れ
た
散

歩
中
の
年
配
男
性
に
、
川
に
水
が
…
…
と
訴
え
る

と
、「
潮
が
引
い
ち
ゃ
っ
て
い
る
か
ら
ね
」
と
笑
わ

れ
る
。
海
に
近
い
宮
島
線
沿
線
、
川
で
あ
っ
て
も
河

口
部
に
な
る
た
め
潮
の
満
ち
引
き
の
影
響
が
あ
る
。

撮
影
ポ
イ
ン
ト
の
お
勧
め
文
を
よ
く
読
め
ば
、「
満4

潮
時
に

4

4

4

水
面
を
走
る
よ
う
に
見
え
る
」
と
ち
ゃ
ん
と

書
い
て
あ
っ
た
。
歩
い
て
渡
れ
そ
う
な
く
ら
い
水
の

引
い
た
川
の
景
色
も
珍
し
い
の
で
、
良
し
と
す
る
。

駅
に
戻
る
道
す
が
ら
、
住
宅
街
の
一
角
に

「O
PEN

」
の
看
板
を
出
し
た
お
店
を
発
見
。
店
内

広島電鉄株式会社

高架工事はラストスパー
ト。新広島駅電停は駅ビ
ル２階に移る。

JR山陽本線

山陽新幹線

広電宮島口

広
島
駅

原
爆
ド
ー
ム
前

的
場
町

皆実町
六丁目

広島港

白
島

横川駅

猿
猴
橋
町

江波

広電西広島

修大協創中高前

地御前

阿品東

広島市内を走る６本の市内線（本
線・宇品線・白島線・横川線・江波
線・皆実線）と広電西広島から広電
宮島口を繋ぐ宮島線の７本を運営。

広島電鉄
【ひろしまでんてつ】

廃止になる「猿猴橋町電停」。
奥には広島駅電停が見える。

連  載

変
わ
り
つ
つ
あ
る
駅
を
出
て

電
車
は
い
つ
も
の
街
を
行
く

沿
線
に
は

雰
囲
気
の
良
い
お
店

静
か
な
神
社

世
界
遺
産

旅
人
に
は
羨
ま
し
い
日
常

地地方方
民民鉄鉄

4747

紀紀行行
文・写真

松澤美穂
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の
暖
か
さ
を
示
す
よ
う
に
曇
っ
た
ガ
ラ
ス
戸
が
開

き
、
フ
ワ
ッ
と
漂
う
甘
い
香
り
。
吸
い
込
ま
れ
る
よ

う
に
入
店
す
れ
ば
、
お
皿
に
盛
ら
れ
た
ク
ッ
キ
ー
、

ス
コ
ー
ン
、
マ
フ
ィ
ン
…
…
甘
い
誘
惑
に
一
瞬
で
陥

落
。
コ
ー
ヒ
ー
片
手
に
ガ
ト
ー
シ
ョ
コ
ラ
を
頬
張

り
、
一
休
み
。
旅
先
で
良
い
お
店
に
出
会
う
の
は
複

雑
な
気
分
。
そ
う
簡
単
に
は
来
ら
れ
な
い
。
地
元
に

も
こ
ん
な
お
店
が
あ
っ
た
ら
い
い
の
に
。

ま
ず
は
外
宮
の
神
様
に
ご
挨
拶

糖
分
チ
ャ
ー
ジ
を
終
え
て
向
か
う
の
は
、
修
大
協

創
中
高
前
駅
か
ら
７
つ
目
、
地じ

御ご

前ぜ
ん

駅
に
あ
る
地
御

前
神
社
。

神
社
を
目
指
し
て
歩
く
こ
と
数
分
、
Ｊ
Ｒ
山
陽
本

線
の
踏
切
を
渡
っ
た
道
路
沿
い
右
手
、
唐
突
に
拝
殿

が
現
れ
る
。
い
つ
の
間
に
境
内
に
入
っ
た
の
か
。
鳥

居
は
ど
こ
か
。
周
囲
を
見
渡
し
て
み
る
と
、
ま
ず
は

海
、
そ
し
て
国
道
と
宮
島
線
。
線
路
へ
の
侵
入
を
防

ぐ
柵
が
あ
っ
て
、
狛
犬
・
鳥
居
、
一
般
道
。
道
路
を

挟
ん
で
地
御
前
神
社
拝
殿
・
本
殿
・
客
人
本
殿
。
そ

の
す
ぐ
後
ろ
を
Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線
が
走
っ
て
い
る
。
ど

こ
か
ら
ど
こ
ま
で
が
境
内
な
の
か
分
か
ら
な
い
面
白

い
配
置
の
地
御
前
神
社
は
、
厳

い
つ
く

島し
ま

神
社
と
同
時
期
に

創
建
さ
れ
た
外げ

宮く
う

。
島
そ
の
も
の
が
ご
神
体
の
宮
島

は
、
か
つ
て
は
厳
し
く
入
島
が
制
限
さ
れ
て
い
て
、

人
々
は
対
岸
に
建
て
ら
れ
た
こ
の
地
御
前
神
社
か
ら

拝
礼
し
て
い
た
の
だ
と
か
。
創
建
当
時
は
い
く
つ
も

の
殿
舎
を
備
え
た
神
社
だ
っ
た
ら
し
い
か
ら
、
時
代

の
変
化
・
暮
ら
し
の
変
化
に
併
せ
て
道
路
や
線
路
に

敷
地
を
譲
っ
て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、
鳥
居
の
下
の
芝
生
に
道
ら
し
い
も
の
は
な

い
け
れ
ど
、
参
拝
に
は
や
っ
ぱ
り
鳥
居
を
く
ぐ
っ
た

方
が
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
迷
っ
て
い
る
と
、
拝
殿
前

を
横
切
る
一
般
道
を
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押
し
て
歩
い
て

き
た
女
性
が
、
ふ
と
立
ち
止
ま
っ
て
手
を
合
わ
せ
て

い
く
。
そ
れ
で
い
い
ん
だ
。
街
の
中
に
半
分
溶
け
込

ん
だ
よ
う
な
形
に
な
っ
た
神
社
は
、
地
域
の
人
の
暮

ら
し
に
も
溶
け
込
ん
で
い
る
。
女
性
に
倣
っ
て
道
路

か
ら
参
拝
。
外
宮
に
参
拝
し
た
後
は
、
本
宮
・
厳
島

神
社
へ
。

フ
ェ
リ
ー
上
で
期
待
膨
ら
む
旅
景
色

厳
島
神
社
の
あ
る
宮
島
に
渡
る
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場

は
、
宮
島
線
終
点
・
広
電
宮
島
口
駅
の
す
ぐ
目
の

前
。
15
分
程
の
間
隔
で
運
行
さ
れ
る
フ
ェ
リ
ー
が
、

絶
え
間
な
く
観
光
客
を
宮
島
に
送
り
届
け
て
い
る
。

乗
船
時
間
10
分
程
度
で
宮
島
に
到
着
。
桟
橋
か
ら

厳
島
神
社
を
つ
な
ぐ
参
道
に
は
、
名
物
の
も
み
じ
饅

頭
や
牡
蠣
、
民
芸
品
な
ど
を
扱
う
お
店
が
立
ち
並

ぶ
。
食
べ
歩
き
を
楽
し
む
人
々
の
間
を
す
り
抜
け
、

後
ろ
髪
を
ひ
か
れ
つ
つ
、
先
を
急
ぐ
。

商
店
街
を
抜
け
、
石
造
り
の
大
き
な
鳥
居
を
く
ぐ

る
と
、
参
道
の
右
側
に
人
が
集
ま
り
、
そ
の
向
こ
う

に
、
か
の
有
名
な
朱
塗
り
の
大
鳥
居
が
見
え
隠
れ
し

て
い
る
。
満
潮
時
に
は
海
に
浮
い
て
い
る
よ
う
に
見

え
、
干
潮
時
に
は
そ
の
足
元
ま
で
歩
い
て
行
け
る
ほ

ど
に
潮
が
引
く
大
鳥
居
。
八
幡
川
の
鉄
橋
で
、
潮
の

影
響
で
ほ
と
ん
ど
水
が
流
れ
て
い
な
い
状
態
の
川
を

眺
め
て
か
ら
数
時
間
。
厳
島
神
社
の
潮
は
ど
れ
ほ
ど

満
ち
て
い
る
か
、
引
い
て
い
る
か
。
近
く
で
見
る
の

を
楽
し
み
に
、
フ
ェ
リ
ー
乗
船
中
も
あ
え
て
見
な
い

よ
う
に
し
て
い
た
大
鳥
居
に
に
じ
り
寄
る
。

旅
先
の
景
色
は
一
期
一
会
。
果
た
し
て
今
日
は
、

ど
ん
な
大
鳥
居
が
見
ら
れ
る
か
。

満潮にはまだまだの状態の
大鳥居。水際ぎりぎりまで
歩いていける。

地御前神社の拝殿
（上）。拝殿の前を

横切る一般道を挟
んで鳥居と狛犬。
鳥居をくぐるため
の舗装された参道
はない（下）。

広電宮島口駅。
フェリー乗り
場 は、 駅 の目
の前。

満潮時には、電車が水面を走るように見えるとか。

住宅街の一角にある焼き菓子屋さん『SWINGING 
BIRD KITCHEN』で。ガトーショコラは軽い口
当たりでいくらでも食べられそう。
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房
総
半
島
・
伊
豆
半
島
・
紀
伊
半
島
は
、
い
ず

れ
も
太
平
洋
に
突
き
出
し
た
半
島
で
形
も
似
て
い

る
。
し
か
し
、
伊
豆
半
島
に
は
１
点
大
き
な
違
い

が
あ
る
。

房
総
半
島
・
紀
伊
半
島
に
は
海
岸
べ
り
を
ぐ

る
っ
と
め
ぐ
る
鉄
道
が
あ
る
の
に
対
し
、
伊
豆
半

島
は
東
海
岸
に
し
か
鉄
道
が
な
い
の
だ
。

実
は
伊
豆
半
島
に
も
半
島
周
遊
ル
ー
ト
の
鉄
道

が
計
画
さ
れ
て
い
た
。
大
正
11
（
１
９
２
２
）
年

公
布
の
『
鉄
道
敷
設
法
』
に
は
、
今
後
敷
設
す
べ

き
路
線
の
一
つ
に
「
静
岡
県
熱
海
ヨ
リ
下
田
、
松

崎
ヲ
経
テ
大
仁
ニ
至
ル
鉄
道
」
と
あ
る
。

こ
の
計
画
に
基
づ
き
大
正
15
年
に
半
島
東
部
の

熱
海
～
伊
東
間
の
敷
設
が
認
可
さ
れ
た
。
翌
年
の

昭
和
２
（
１
９
２
７
）
年
に
は
、半
島
南
部
の
下
田

ま
で
の
延
長
が
決
定
さ
れ
た
が
、「
世
の
経
済
事
情
」

か
ら
伊
東
～
下
田
間
は
凍
結
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

昭
和
13
年
に
は
熱
海
～
伊
東
間
、
す
な
わ
ち
国
鉄

伊
東
線
が
開
通
し
た
が
、
伊
東
以
南
の
路
線
は
凍

結
さ
れ
た
ま
ま
戦
後
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

筆
者
が
取
材
で
伊
豆
を
訪
れ
た
の
は
１
月
下
旬

の
平
日
で
あ
っ
た
。
熱
海
駅
か
ら
ま
っ
赤
な
車
体

が
印
象
的
な
リ
ゾ
ー
ト
21
キ
ン
メ
電
車
に
乗
っ
て

伊
豆
急
下
田
駅
に
向
か
っ
た
。
快
晴
で
暖
か
い
日

で
あ
っ
た
が
、
気
候
の
せ
い
か
車
窓
か
ら
見
え
る

伊
豆
七
島
は
霞
ん
で
い
た
。

車
窓
か
ら
、
山
が
海
に
迫
っ
て
い
る
様
子
も
見

て
取
れ
た
。
こ
の
山
々
が
国
鉄
の
延
伸
が
進
ま
な

か
っ
た
理
由
の
一
つ
だ
っ
た
。
伊
豆
は
江
戸
な
ど

国
鉄
の
計
画
を
引
き
継
ぎ

奥
伊
豆
に
鉄
路
を
延
ば
す

伊豆急行線の起点、伊東駅がある伊東の街を、伊東公園の展望台から望む。伊東の歴史は平安以前に遡り、
江戸時代には風待ちの港とされた。明治以降、温泉地として有名になった。

民
営
鉄
道
の

起
源
を
訪
ね
て

鉄
路
は
何
を
目
指
し
た
か

連
載

第
14
回静岡県

伊豆急行
伊豆急行線
文・渋谷申博
text by Nobuhiro SHIBUYA
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伊東伊東

南伊東南伊東
川奈川奈

富戸富戸

城ヶ崎海岸城ヶ崎海岸

伊豆高原伊豆高原

伊豆大川伊豆大川

伊豆北川伊豆北川

伊豆熱川伊豆熱川

片瀬白田片瀬白田

伊豆稲取伊豆稲取西伊豆西伊豆

松崎松崎
今井浜海岸今井浜海岸

河津河津

稲梓稲梓

蓮台寺蓮台寺

伊豆急下田伊豆急下田伊豆急下田伊豆急下田

南伊豆南伊豆

伊豆急行電鉄

了仙寺

寝姿山

寝姿山自然公園

ペリー艦隊
来航記念碑

下田ロープウェイ

バ　ス

バ
　ス

しぶやのぶひろ
1960年、東京生まれ。早稲田大学第一文学部卒。日本宗教史研究家。『参拝したくなる！日本の神様と神社の教科書』（ナツメ社）、『聖地鉄道
めぐり』『全国 名所図会めぐり』（以上Ｇ．Ｂ．）、『猫の日本史』（出版芸術社）ほか著書多数。

白砂が美しい今井浜海水浴場の最寄り駅。伊豆急行線
開業の翌年（1962 年）から、夏期のみ臨時停車駅が設
けられた。正式の駅となったのは昭和 44（1969）年。現
在の駅は平成 18（2006）年にリニューアルされたもの。

下田港近くに建つ日蓮宗の
寺 院。 下 田 奉 行 が 寛 永 12

（1635） 年 に 創 建 し たとい
う。 日 米 和 親 条 約 の 付 録

（下田条約）の交渉場所とさ
れた。この時ペリーは、軍
楽隊、大砲４門、水兵 300
人を引き連れて了仙寺に現
れたという。

伊豆急行線の多くの駅は地元からの要望により古くから
の地名を使っているが、当駅は例外。“ 海辺の温泉地 ” と
いう伊豆のイメージを一新し、新たな客層の開拓に寄与
した。

伊豆急下田駅の駅前から寝姿山山頂を結ぶ。伊豆
急行線よりひと月早い昭和 36（1961）年 11 月 1 日
に開業した。

伊豆急行線の終着駅。駅名に「伊豆急」がついているのは、東北
本線（現・青い森鉄道）や近鉄の下田駅と区別するため。下田に
は御用邸もあるので、天皇陛下が乗車されるお召し列車も発着す
ることがある。

日米和親条約に函館とともに開港することが
決まった下田に、ペリー艦隊７隻が来航したの
は、嘉永 7（1854）年のことであった。

仰向けに寝た女性に見えることから寝姿山と
いう。幕末に外国船の見張りに使った番屋が
再現されており、頂上近くには五島慶太顕彰
碑がある。

に
向
か
う
船
の
寄
港
地
と
し
て
最
適
な
場
所
で
、

下
田
な
ど
港
町
は
発
展
し
て
い
た
。
し
か
し
、
山

が
多
い
た
め
そ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
陸
路
が
不
便
で
、

海
路
の
方
が
便
利
と
も
い
わ
れ
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
打
破
に
乗
り
出
し
た
の
が
、

五
島
慶
太
が
率
い
る
東
京
急
行
電
鉄
（
の
ち
の
東

急
電
鉄
）
で
あ
っ
た
。
同
社
は
昭
和
31
（
１
９
５

６
）
年
に
凍
結
さ
れ
て
い
た
伊
東
～
下
田
間
の
鉄

道
敷
設
を
申
請
し
た
。
３
年
後
、
敷
設
の
免
許
が

交
付
さ
れ
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
伊
豆
急
行
の
前
身

で
あ
る
伊
東
下
田
電
気
鉄
道
が
設
立
さ
れ
た
。

工
事
の
認
可
に
際
し
て
は
、
昭
和
36
年
12
月
23

日
を
竣
工
期
限
と
す
る
条
件
が
つ
け
ら
れ
た
。
熱

海
～
伊
東
の
工
事
で
さ
え
４
年
か
か
っ
た
と
い
う

の
に
、
そ
れ
よ
り
難
所
で
か
つ
距
離
が
長
い
工
事

を
２
年
で
や
れ
と
い
う
の
だ
。

し
か
し
、
伊
東
下
田
電
気
鉄
道
は
全
線
を
10
区

画
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
建
設
業
者
を
振
り
分
け

る
こ
と
で
建
設
期
間
の
短
縮
を
図
り
、
み
ご
と
に

期
限
を
守
っ
て
開
通
さ
せ
た
の
だ
っ
た
。

残
念
な
こ
と
に
、
伊
豆
に
鉄
路
を
敷
く
こ
と
を

強
く
願
っ
て
い
た
五
島
慶
太
は
開
通
前
の
昭
和
34

年
に
死
去
し
て
い
た
た
め
、
昭
和
36
年
12
月
10
日

の
開
業
祝
賀
列
車
は
彼
の
遺
影
を
乗
せ
て
走
っ

た
。
祝
賀
列
車
を
待
ち
受
け
る
伊
豆
急
下
田
駅
に

は
、
俳
優
の
石
原
裕
次
郎
が
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
駆

け
つ
け
た
と
い
う
。

伊
豆
急
下
田
駅
に
到
着
し
た
筆
者
は
、
ま
ず
下

田
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
寝
姿
山
へ
と
登
っ
た
。
こ
こ

は
幕
末
に
下
田
港
に
入
っ
て
く
る
外
国
船
を
見

張
っ
た
場
所
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
登
る
と
五
島
慶

太
顕
彰
碑
が
町
を
見
守
る
よ
う
に
し
て
立
っ
て
い

た
。

伊豆急行株式会社
IZUKYU CORPORATION

開　　　業	 	1961 年（昭和 36年）12月10日
伊豆急行線	 伊東～伊豆急下田（45.7km）
https://www.izukyu.co.jp/index.php

伊豆急行線 路線図

了仙寺

ペリー艦隊来航記念碑

寝姿山自然公園

伊豆急下田駅

伊豆高原駅

今井浜海岸駅

下田ロープウェイ
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